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　２００５年５月１７日（火）午後６時半から９時まで、東京国際フォーラムＧ棟にて、ＳＧＲＡ「地球市

民」研究チームが担当する第１９回ＳＧＲＡフォーラム「東アジア文化再考：自由と市民社会をキーワード

に」が開催された。ＳＧＲＡ「グローバル化と地球市民」研究チームが担当する５回目のフォーラムである。

今回は６３名もの参加者が集まり、大盛況なフォーラムとなった。参加者はＳＧＲＡ会員と非会員がそれぞ

れ半分ずつという構成であった。

　SＧＲＡ研究会の今西代表による開会挨拶が行われた後、講師の宮崎法子氏（実践女子大学文学部教授）

が「中国山水画の住人たち―「隠逸」と「自由」の形」という題でゲスト講演を行った。宮崎氏は中国絵画

史に深い造詣のある方で、１つ１つの絵の事例で簡潔でありながら感性的な形で山水画の歴史を紹介してく

れた。いわば４世紀から１９世紀まで１５００年以上もの山水画の歴史をわずか４５分間で紹介したわけで、

講演方法もかなり洗練された印象を受けた。普通の絵画史の紹介とは違い、氏の講演は、絵画のモチーフを

社会的思想的な文脈において解釈したことが特徴である。なかでも「漁夫」、「旅人」などのイメージから「自

由」な境遇、「自由」な境界を求める結晶としての山水画を例に、東アジアの「自由」というものを実例でもっ

て生き生きと紹介してくれた。

　続いて、東島誠氏（聖学院大学人文学部助教授）が「東アジアにおける市民社会の歴史的可能性」という

題でゲスト講演を行った。東島氏は歴史研究者の視点から、近代の liberty、freedom翻訳語としての「自由」、

そして「公共性」という社会学のキーワードを念頭に、江戸時代にあった災害事件後のボランティア活動を

例に、江戸時代の江戸の災害救済現場という前近代の公共的空間のあり方を紹介した。そして「自由」とい

うキーワードとの関連で、中世日本のある禅僧の逡巡を例に、公的秩序にある「公方」との対照にある「江

湖」という思想を説明した。２つの例を通して氏は、前近代の「公共性」なるものとそれと関連している「自

由」、「江湖」なるものを紹介した。「市民社会」というキーワードをめぐって西洋中心 /東アジア伝統中心

という２項対立的な考えがあるが、そのような構造から脱出するために、アジアであれ、ヨーロッパであれ、

それを特権化しない形でそれぞれを完成形として見ずに新しい社会を目指すこと自体が重要であるというこ

とを、氏は講演の冒頭部と結語の部分において繰り返し説明した。

　２人のゲスト講演が終わった後、ＳＧＲＡ「グローバル化と地球市民」研究チームのチーフである高煕卓

氏（韓国グローカル文化研究所首席研究員）が進行役を務め、パネルディスカッションが行われた。時間が

余り残っていないため、４名しか質疑できなかったが、講演者が非常に上手く纏めるような形で答えてくれ

た。「意なお尽くさず」のためか、フォーラム終了後に沢山の参加者が地下一階の懇親会にも参加し、ディ

スカッションの場をレストランに移したような感じであった。

　２つの講演が、「自由」「東アジア」「前近代」などのキーワードで、お互いに高い関連性があったことが

印象的であった。この講演会が、現在１つのネーション内部にだけ「自由」、「民主」、「人権」が認められ、

それ以外の範囲の人々に対しては普遍的であるはずの「自由」、「民主」、「人権」そのものが戦争まで許容す

るという世界的な背景で行われたことも改めて注意していただきたい。今はこのような重い課題を東アジア

の歴史の深部から考える機会かもしれない。ここからも「地球市民」なる理念を考えることが、多少理想的

な面があるとはいえ、いかに重要な意味を持つか垣間見られよう。今日はなにはともあれ、６３名もの方々

が参加してくれたことで司会者・進行役の我々が多大に励まされた。今後のフォーラムもこのような新しい

「江湖」でありつづければと願っているばかりである。

（文責：林少陽）
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プ ロ グ ラ ム

第１９回ＳＧＲＡフォーラム

東アジア文化再考：自由と市民社会をキーワードに
日時：２００５年５月１７日（火）午後６時半～８時半
会場：東京国際フォーラムガラス棟Ｇ６０２会議室

　ＳＧＲＡ「グローバル化と地球市民」研究チームが担当する５回目のフォーラム。

　「自由と民主主義」が軍事介入まで許容する「正義」とされる世相の中で、東アジアにおいて千年以上追

究されてきた自由や市民社会を考え、それが現代においてどのような社会的意味と意義を持つかを探りたい。

現在、学問の分野では、特に日本の歴史研究において、東アジア文化圏全体を見渡し、かつてそれが存在し

たようにとらえようとする試みが始まっている。私たちが忘れてしまった、あるいは忘れさせられてしまっ

た、高い精神性を有した当時の中華文明を求心力とした東アジア文化圏を、かつてあったように把握し、そ

れによってよりよく自分自身を認識した上で、この地域の更なる発展の可能性を検討することは、経済分野

において加速する東アジア地域協力を進める上にも欠かせない作業であると考える。

6 時 30 分 開会挨拶
ＳＧＲＡ代表　今西淳子（渥美国際交流奨学財団常務理事）

司会： 林 少陽（ＳＧＲＡ「地球市民」研究サブチーフ、東京大学大学院総合文化研究科助手）

6時 40 分 ゲスト講演

中国山水画の住人たち－「隠逸」と「自由」の形
宮崎法子（実践女子大学文学部教授）

日本を含む東アジア文化圏は、かつて中国を中心に形成されてきた。宋代（１０世紀）
から、清時代（２０世紀初頭まで）の長きにわたり、中国の社会や文化をリードした知
識人（士大夫）層の価値観は、東アジア全体の精神世界や趣味世界に大きな影響を与えた。
宋代に成立し、その後大きく発展した水墨山水画は、そのような東アジアの知識人たち
の理想世界を表わしており、単に自然美だけを描くものではなかった。そこには、儒教
的枠組みのなかに生きざるをえない人々が、一方で常に抱き続けた精神的自由への希求
や隠逸への思いが反映している。山水画とは正にそのような思いを反映した造形世界で
あり、そこに繰り返し描かれた漁父などの点景人物は、隠逸の思いを託された精神的自
由の象徴であった。今回は、そのような山水世界の住人について、そこに映された中国
の人々の価値観を具体的に作品に即して読み解き紹介したい。
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7 時 20 分 ゲスト講演

東アジアにおける市民社会の歴史的可能性
東島　誠（聖学院大学人文学部助教授）

第一の論者は、東アジアには西欧型の市民社会など育つ余地が無かったと言い、第二の
論者は、東アジアのなかに西欧型市民社会を発見しようとした。これに対して第三の論
者は、西欧世界の普遍性に破産宣告を下し、アジア固有の論理の中に市民社会の可能性
を探求しようとした。しかし第四の論者は、その第三の論者をも、東アジアの固有性が
西欧世界と対になる形で形象化されているとして、これをナショナリズムの言説と批判
した。このように、「東アジアにおける市民社会の歴史的可能性」という所与の課題には、
幾つかの危ういトラップが仕掛けられている。このトラップを潜り抜けながら、いった
い何が論じられるだろうか？この問題を考える上での素材提供ができれば幸いである。

8 時 00 分 質疑応答
進行： 高　熙卓（ＳＧＲＡ「地球市民研究」チーフ、グローカル文化研究所首席研究員）

8時 25 分 閉会挨拶
嶋津忠廣（ＳＧＲＡ運営委員長、渥美国際交流奨学財団事務局長）

１９７９年東京大学大学院人文科学研究科、美術史学専攻修士課程修了。その後京都大学人文科学研究所助

手、三重大学人文学部助教授を経て、１９９５年から実践女子大学文学部美学美術史学科教授、現在に至る。

その間に、中央美術学院（北京）留学、ハーバード大学イエンチン研究所・台北故宮博物院博物院などの客

員研究員。

専門分野：美術史　中国絵画史

著書： 『故宮博物院５ 清の絵画』（編書、日本放送協会、1999 年）、『世界美術大全集 東洋編８ 明』

（責任編集・著、小学館、1999 年）、『花鳥・山水画を読み解く―中国絵画の意味―』（角川叢書、2003 年、

サントリー学芸賞受賞）ほか

論文： 「中国花鳥画の意味」上・下（『美術研究』363-364 号、國華賞受賞）　ほか

１９９９年 東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了、博士（文学）

現在：聖学院大学人文学部助教授

著書：『公共圏の歴史的創造─江湖の思想へ』（東京大学出版会、2000 年）

論文：「交通の自由、思想の運輸」（『東京大学日本史学研究室紀要』第 5号、2001 年）、「近代的読書公衆

と女性――『君子』から『読者』へ」（三谷博編『東アジアの公論形成』東京大学出版会、2004 年）ほか
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挨拶

開会挨拶
今西淳子
ＳＧＲＡ代表

　皆さん、こんばんは。お忙しいところ、ＳＧＲＡフォーラムにいらしてくださってありがとうございます。

私が代表を務めます今西と申します。簡単にＳＧＲＡの経緯を紹介させていただきます。

　元々は私の父が亡くなったときに、家族で、日本で勉強している外国人留学生を支援する奨学財団を作ろ

うということになり、10年前に渥美国際交流奨学財団を設立しました。日本の関東地方の大学院博士課程

で博士論文を執筆中の外国人留学生を毎年 12人支援するという非常に小さな家族財団です。そこでは、奨

学期間が終わった後も続くネットワークを作りたいということにすごく力を入れてきました。設立５年目に、

そのネットワークを利用して、もっと積極的に活動していきたいということで作ったのがこの関口グローバ

ル研究会（ＳＧＲＡ：セグラ）です。

　このＳＧＲＡの活動は全員がボランティアなのですが、インターネットで世界中をつなぎながら、７つの

チームを作って活動しております。毎年４回のフォーラム、それからフォーラムの講演録も含めまして８冊

程度のレポートを出すことを目標にやっております。会員制にしておりまして、それが主な活動財源となっ

ておりますので、是非この趣旨にご賛同いただける方はご入会いただけますと幸いです。

　ＳＧＲＡでは、中国でデモが起こってから３週間くらい、会員のメーリングリストで「反日」についての

皆さんの意見を聞いているのですが、昨日の日本国総理大臣の態度を見ていると、日本と中国、韓国は、既

に膠着状態ではないかと思い、こういうことに対応していくには、今までと全く違った新しい発想が必要な

のではないかと最近思っています。今日のフォーラムは歴史学なのですが、従来とは違った角度からの切口

で見てみるというヒントが与えられるのではないかと思いまして、大変に楽しみにしております。

　先生方、本日は、大変お忙しいところいらしていただきありがとうございます。私は余り時間を使わない

で、どんどん進行していただきたいと思います。皆様、どうぞお楽しみください（拍手）。
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ゲスト講演

中国山水画の住人たち―『隠逸』と『自由』の形
宮崎　法子

実践女子大学文学部教授
（講演時に配布した資料は巻末の付録をご覧ください）

　今日お話しする内容がこの会の趣旨に沿うもの

かどうか、つまり「自由」とか「市民」とかという

ことが本当にこの絵画の中からどのぐらい言える

のか、その辺についてはちょっと自信はないのです

が、ただ、ある１つの文化の型の中で、何が求めら

れて、そして何が表現されてきたかということを、

絵画作品を通じて見る美術史という学問を通して

何らかの形でヒントになるようなことがあったら

いいなと思って、自分の積み上げてきた専門の方か

らお話しさせていただきます。絵画というごく限

られた世界の中に、それを作り出した社会の視線、

物の見方、あるいは何を求めているかということが

表れています。だから、美術史が歴史として成立す

るわけです。もちろん美術作品ですから、質の善

悪とか、芸術的な何かということはあるのですが、

やはりその社会の本質を表現するのが美術作品で

あると思っています。

　中国の場合、絵画が随分早くから芸術として認め

られてきました。芸術であるとすると大体の場合は

権力がある人のものとされます。ところが、中国で

は、絵画あるいは芸術が、単純に宮廷とかそういう

人たちのためだけでなく、随分早くから普通の人の

暮らしの中で意味を持ってきました。伝統的な知

識人ではない本当に普通の庶民の歴史というのは、

残念ながら、中国では、というか他のどの地域でも

なかなか分かりません。それは文献も残っていなけ

れば、書かれたものもないからです。だから文字を

書けて、ある程度文章を書けて、そういうものを

残せる、そういう人たちの考えだけが今日に伝わっ

ています。そういう意味ではここでいう普通の人々

というのも、限定されたものではあります。

　中国の伝統的な知識人の精神のバランスの取り

方としては、よく言われるように、公的、外的に

は儒教が非常に大きな役割を果たしてきています。
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ＳＧＲＡレポート No.30 (2005)第 19 回ＳＧＲＡフォーラム　東アジア文化再考：自由と市民社会をキーワードに

そして、ただ儒教だけでは窮屈ですから、私的な側

面では老荘思想がありました。きちっと社会に役に

立つ何かをやろうという儒教的なスタンスではな

くて、自然に事を構えて、自由になりたいという思

いがいつもあるわけです。そこでいつも目指されて

いることは、その社会から逃れることです。隠逸、

隠棲する、あるいは「江湖（こうこ）に隠れる」と

いうのですが、つまり普通の社会の中に隠れてしま

う。

　山水画が成立して、非常に盛んになるのは 10世

紀以降です。その時代以降というのは実は科挙（か

きょ）が全面的に行われるようになって、試験で選

ばれた古典の教養のある知識人が皇帝を支える支

配層になりました。そういう人たちの感覚は、表面

的には儒教ですが、心の中ではいつもそこから逃

れたいという、何か非常に引き裂かれたものをずっ

と持っていました。それはある種ポーズかもしれな

いのですが、完全に儒教的に外の政治の世界、あ

るいは人民のために尽くすということは、なかな

かうまくはいかないわけで、その中であくせくして

いることに対する嫌気みたいなものを、そこから

逃れたいという気持ちを、いつも心のどこかに持っ

ている、そういうバランスの取り方をしていたとよ

く言われます。

　山水画というのは正にそういう思いを描いてい

ます。儒教的なシンボルもたくさん描かれますが、

やはりそういうものから逃げ出した隠逸を求めて

いる。そう気持ちを造形化した世界として描き続け

られたし、描いたものを知識人たちが鑑賞しただけ

ではなくて、自分たちも描き始める、という展開を

遂げます。それはほかの地域の美術に比べるととて

も変わった（中国の見方からすればほかの地域が変

わっているというだけですが）展開を遂げるので

す。

　自然に遊ぶ心、自然に同化して、その自然を楽し

んで、そこに自分の精神を遊ばせる、こういった

思いが釣り人とか漁師というシンボルによって描

き続けられました。中国では何といっても『論語』

でどう言っているかというのはとても大事なわけ

ですが、山水画について、あるいは山水というこ

とについて、「知者は水を楽しみ、仁者は山を楽し

む。知者は動き、仁者は静かなり。知者は楽しみ、

仁者は寿し（いのちながし）」と孔子が言っていま

す。風景を表す「山水」という言葉は、このように、

まさにオーソライズされたものなのです。自然の中

で心を遊ばせて楽しむことというのは、もう既に昔

から、孔子様の言うところの「人間の精神」の１つ

の楽しみとしてオーソライズされてきたわけです。

　もう少し時代が下って、南北朝時代（５世紀）に、

宗炳（そうへい）という有名な思想家がいました。

彼は絵も描いたらしいのですが、残っていません。

自分が年をとってどこにも、昔遊んだ山にも行けな

くなってしまった。だから、部屋の壁に山水画を

描いて、それを寝ながら見て、寝ながら旅をした。

寝るというのは、眠るのではなくて、横になるとい

うことです。要するに、ソファーに寝転がってテレ

ビを見ながら世界中の様子を知るのと同じような、

そういうことを「臥游（がゆう）」（寝ながら遊ぶ）

と言いました。そして、山水は、実際にそこで精神

を遊ばせて意味がある、優れた精神にとってとても

大事であるが、それと同じ価値が山水画にあると明

言しています。これは非常に早い時期の明言です

し、宗炳は遠近法的なものの見方みたいなこともも

う既に言っています。ただ、この時代の絵（山水画）

は１つもと言っては語弊がありますが、ほとんど

残っていません。

　さて、漁師がどうして絵の中でそういった隠逸

の思いを表現するものになったかということをお

話しましょう。これは楚辞（そじ）の「漁父の辞」

という物語に因っています。楚の国の王様には悪い

家来がいっぱいいて、屈原（くつげん）が正しいこ

とを進言すると疎まれて国を追放されてしまった。

彼は結局は洞庭湖（どうていこ）のほとり汨羅（べ

きら）から身を投げて自殺するわけですが、その前

にさまよっていた時に様々な歌を詠みました。その

中に、漁師に出会って漁師と問答するという有名な
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詩がある。屈原が本当に作ったかどうかは別として

も、ずっと伝わってきた古典として非常に有名な詩

です。

　「世の中はみんな濁っていて、自分一人が清廉で

ある。だれもがみんな酔っぱらっていて正気では

なくて、自分一人だけが醒めている。」ある意味で

ちょっと思い上がっているかもしれませんが、儒者

的に社会、政治に対して責任を持って一生懸命やろ

うとするが報われない。かえって自分は国を追わ

れてこうやってさまよっている。そこで漁師が「あ

なたは大臣ではありませんか。どうしたのですか」

と言って対話が始まります。漁師は、そんなあくせ

くしてもしょうがない、何をくよくよしているのか

というスタンスです。そして漁師は最後に、歌を歌

いながら舟に乗って去っていくのですが、「水が清

いのだったら、水が澄んでいるのだったら、その

ときは自分の冠のひもを洗えばよい。もし水が濁っ

ていたら自分の足を洗えばいいのだ」と言い残しま

す。つまり、濁っていたり清かったりするのに合わ

せて、自分はそれに適当になすがままに任せながら

過ごせばいいのだということです。ただ、屈原は最

終的にはそういう立場は取らずに、結局自殺してし

まいます。

　これは昔から、儒教的な価値観と老荘的な価値観

が非常に対比的に表現されている話として有名で

す。漁父というのは正に自然に自由に生きる自由な

精神。本当にその漁父が自由であるかどうかは別で

すが、ともかくそういう精神の象徴として表現され

続けます。隠逸を象徴するものになります。

　陶淵明（とうえんめい）の有名な『桃花源記』の

中でも漁師が重要な役割を果たします。桃源郷に行

き着けたのは漁師だけなのです。漁師が、花がきれ

いに咲いている不思議な洞窟があるので、どんどん

遡っていくと、そこは桃源郷跡だった。つまり随分

昔にそこに隠れ住んでいる人たちがいた。桃源郷は

龍宮城とは違って、乙姫様がいたり、ごちそうが

あったりするわけではない、普通の農村です。ただ、

そこでは何にもとらわれずに平和に暮らしている。

そして、そこに行き着けたのは漁師でした。

　漁師はそうやって普通の景色の中、つまり「江湖」

に、自然に生きているわけですが、そこで釣りをし

ている人というのは、確かに隠棲の姿ですが、時に

は、逆にそういう隠者がまたスカウトされて、政

治家になるわけです。太公望という人がそうです。

周の王様に見い出される前はずっと釣りをしてい

ました。太公望、つまり釣り人は世の中から逃れて

きた隠者であると同時に、今後隠棲から世に出る人

でもあるわけです。

　山水画の成立は、科挙と非常に大きくかかわって

いると私は思います。唐以前の文化というのは貴族

文化です。そして、世襲貴族が担う文化あるいは社

会だったわけです。それが完全に終わります。宋時

代になると世襲貴族はいなくなります。皇帝は世襲

ですが、そのほかの官僚はみんな試験で選びます。

その試験はもちろん儒教の教典をきちっと覚えて、

それを使って文とか詩を非常にうまく作れる人を

選ぶために行います。これはずっと清朝の終わりま

で、20世紀まで続くわけです。最初のころは新し

い、とてもすぐれた人材の登用の方法であったに違

いありません。少なくとも世襲よりは機能したと思

います。

　ところが、社会が大きく変わっていくのに、いつ

も儒教に一元的な価値を認めた上での議論になり

ますから、ゆがみというか、実情と合わないところ

が出てきます。しかし、科挙制度の下では要するに

教養があるということが意味を持つ社会だったわ

けです。儒教的な教養は、今の日本ではほとんど意

味を持たないと私は思うのですが、中国では実質的

な意味を持つ社会だったのです。教養があるという

ことが、本当に社会的な地位とか経済力とかを含む

実質的な力と深く関わっていました。他の地域には

なかったシステムです。日本はずっと江戸時代まで

世襲制でした。日本はこの科挙システムを採用しま

せんでした。だから、この点からみて日本人には中

国の伝統文化を理解しにくいことが多分にあるの

だと思います。
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　第１段階の科挙試験に受かった「士」は、士大夫

の士です。日本は武士に士を当てましたが、武士の

方は世襲制で、武力ですから、元々の士とはかなり

違います。いずれにせよ、中国の士人は根本に儒教

がありますから、質朴とか質実とかいうものをよし

とする。前述のように、山水画は随分前から、それ

を理念的に支える思想があって発達してきました。

そしてその中から、さらに水墨画という色を使わな

いある種禁欲的な水墨山水画が生まれ、宋代以降、

この士大夫層に支えられて大きく発展してきます。

　士大夫層の価値観や趣味を、やがて「文人文化」

という言い方をするようになります。いわば一種の

市民文化として広がります。つまり士大夫以外の

科挙に受からない人も、その価値観に巻き込まれ

ていくわけです。原則男性なら誰もが受験できる

科挙制度において、それは構造的な趨勢です。進ん

で文人文化を学んで、教養を身に付けて、そして書

を書けるのはもちろんですが、詩を作ったりする。

詩社というものが南宋にはたくさんできています。

それは都市の中で詩を作る趣味を持った人たちの

グループで、みんなが集まって詩を批評しあったり

する。日本では、今でも短歌とか俳句とかを学ぶグ

ループがありますが、そういう文化の在り方とい

うのは実にこの宋代、特に南宋時代には既に始まっ

ているわけです。

　そして、絵もだんだん描かれるようになる。最

初は竹とか梅とかを描いている。厳しい寒さの中で

花を咲かせる、あるいは緑であるという、儒教的な

人格を象徴するような松竹梅がよく描かれました。

やがて山水画もプロに任せないで自分たちで描き

始め、そして文人の山水画に厚いすそ野ができあが

り、多くの人が参加する。もちろんそれは全員では

ありません。地方の農民から何からみんながそうい

うものを描いていたかというと、そうではなくて、

主には経済的に豊かだった江南地方、今の長江の中

下流域の都市の文化として広まっていきます。

　詩、書、画の鑑賞と制作。それが知識人の交流の

マナーでした。詩が作れない人は知識人ではない。

人と別れるときに詩を送ることは、中国の１つの文

化的なマナーとしてずっと行われてきました。文

房具とか玉器とか変わった石とか書物を集めたり、

評価したり評論したり、あるいはお茶を飲む喫茶、

それから琴（きん）という楽器の演奏、これらは

みんな男性が中心になった文化です。お花を生け

たり、ガーデニング、つまりどういう庭を造るか、

あるいは変わった植物を集めたり、それからお香を

聞いたりとか、そういうことすべて、今の日本で習

い事、あるいは女性の趣味と言われているようなも

のは、中国の知識人の生活文化だったものが広まっ

ていったものです。、それは科挙に受からない人で

も、多くの人たちの生活のスタイルあるいは価値観

になったわけです。

　絵の方から言えば、プロの絵ではなくて、文人が

描いた絵の方が評価されました。そして特に山水画

に一番大きな価値が置かれました。本当のことを言

うと、本当に素人の士大夫の高級官僚が皆うまい絵

を描けるということは全然なく、プロ的な画家も出

てきます。しかし、プロ的な画家であってもやはり

教養のある、詩が書けたりするような人でないと芸

術的な画家とは認められませんでした。

　唐代以前、山水画の自然の中には、神様、神仙、

あるいは身分の高い人が描かれました。これは神仙

思想とも結びついていて、山水というのは神様が住

む場でもあったわけです。その記憶はずっと尾を引

いています。宋代以降よく描かれたのは、漁師です。

自然に生きる者、自由人としての漁夫。あるいは隠

者としての釣り人。そして、あと旅人です。

　旅人は過ぎ行くもの、あるいは厳しい人生を歩

むものの象徴だったかもしれません。なぜかとい

うと、宋の時代の旅人は風が吹いたり雪が吹きつ

けたりする中を一生懸命歩いて旅しているのです。

素晴らしい景色の中にいるのに、景色なんかはだれ

も見ていない。それは正に厳しい自然の中を、そこ

を通り過ぎていくのですが、多くは官僚であった

り、お坊さんであったりしますので、ある種儒教的

な、そうやって人生を戦っていく者というイメージ
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があったのかもしれません。ところが後になると、

のんびりと景色を見ている人が描かれるようにな

ります。自然を楽しむ文人の姿に変わってきます。

そしてそれが神仙、山の中で自由に楽しく暮らして

いる神様たちとどこかしら結びついていくという、

そういう構造になります。

　これから作品をお見せします。右上の絵は顧愷之

（こがいし）が描いたと言われている『洛神賦（ら

くしんふ）』です（図１）。三国の魏の国の王子であっ

た曹植（そうしょく）の有名な詩（賦）で、洛水の

ほとりで彼が女神に出会います。そして賦を詠む。

有名な詩に絵を付けたという形です。右側が皇帝

（曹植）の一行です。そして山の、まだ非常に稚拙

な山ですが、その中にいる女性が洛水の女神です。

ここで出会って長い詩（そして絵）が展開します。

　左下の絵は正倉院の琴（きん）です。日本でいう

「お琴（こと）」は、本当は箏（そう）という楽器です。

琴は元々文人が楽しむ楽器ですが、その楽器の中に

楽器を弾いている人が描かれています。これはそ

の当時の文人たちが集まってお酒を飲んで楽器を

演奏しているところです。周りには飛天のような、

空を飛ぶ仙人もいますし、花が咲いています。でも、

この岩が普通のその辺の岩ではなくて、やはりこれ

は庭園です。夢のような庭園の中での集いです。

　これが文人たちの楽しみ方、あるいは人々の理想

的な楽しみでした。音楽を演奏したり、お酒を飲ん

だりする。でも、ここでは文人なのか仙人なのか分

からない。それが重なっている世界です。

　図２は少し稚拙な絵ですが、「江行初雪図巻（こ

うこうしょせつずかん）」という画巻の一部です。

風が吹き初雪が降ってかなり寒そうです。そこを旅

する。多分家族で任地に赴任する官僚と思われます

が、この時代は楽しみで旅をする人というのはほと

んどいなかったと思います。対岸では漁師の子供が

網を上げています。画面左上には、寒い中結構つら

そうな仕事をしながら、だけれどそれなりに楽しそ

うな漁師が描かれています。そしてその前を通り過

ぎていく旅人。これが基本的に宋の山水画の中で最

図２　五代　趙幹　江行初雪図巻　部分 図３　郭煕　早春図　旅人と漁師の家族

図１　伝顧愷之　洛神賦図巻　部分　及び 
正倉院　金平文琴　文様
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もよく描かれるモチーフです。この絵は、宋が統一

する前の五代という分裂時代のもので、人物が主体

ですから、まだ完全な山水画とは言えません。

　図３は非常に有名な絵ですが、北宋１１世紀の神

宗皇帝のとき宮廷で活躍した郭煕（かっき）という

画家が描いた「早春図」という非常に大きな山水図

です。これは何か変な絵だなという感じだと思いま

すが、正に早春の自然のエネルギーが溢れるような

一種想像上の幻想的なものでありながら、部品はす

べて非常にリアルにかかれています。神宗皇帝は正

に政治改革をしようとしていましたから、皇帝を頂

点とした人民の平和な新しい秩序を造形化したと

言うこともできる作品です。

　登場人物をよく見ると、画面左下には舟があっ

て、若い女の人が天秤棒に荷物をつり下げて帰って

きた。かなり年配な女性が、赤ちゃんを抱いて出迎

えている。つまり、お嫁さんが買い物に行って舟で

帰ってきたところに、孫の子守していたおばあさん

が出迎えており、男の子や黒い犬までいて、「あっ、

帰ってきた」という感じでうれしそうにしていると

ころです。右側には網を片付けているちょっと年

配の漁師のおじさん。ちょっとへっぴり腰ですが、

舟を操っている若い男性。つまりこれは家族です。

このおばあさんとおじいさんはご夫婦で、その息子

とお嫁さんと、さらに孫、三代の家族です。犬ま

でいるのです。彼らは粗末な家に住んでいますが、

これから平和な楽しい夕げの時間が始まるであろ

うということが、想像されます。

　画面左隅には道を急ぐ旅人がいます。こういう荷

物の背負い方をして、こういう笠をかぶっているの

は大体お坊さんですが、一生懸命山を登っていま

す。その右奥には、帽子をかぶって、馬あるいはろ

ばに乗っているのは身分の高い官僚と思われます。

お供の人が荷物を持って先導して山を登っていき

ます。さらに斜面では、霞の中に二人の人が荷物を

持って登っていくのが描かれています。そしてこの

人たちはどこに行くかというと、画面右上にかなり

立派な建物（楼閣）があり、ここに今晩泊まるので

しょう。北宋の時代の絵は、道があれば必ずたど

れて、人がいれば必ずその人はどこかに行けると

いう、すべてが合理的にきちっとかかれています。

そして、こういう楼閣というのは、あるいは山の中

にある、仙人が住むかもしれない宮殿のようにも見

えるわけです。

　許道寧と伝えられる「秋江漁艇図巻」も同じく北

宋の絵です（図４）。これも変わったイメージです

が、旅する官僚らしき一行や、舟着場でろばを追い

立てて乗せようとする商人らしき人、手をあげて歌

を歌っているとても楽しげな漁師などが描かれて

います。官僚らしき一行はのどかな旅というより、

どこかに用があって出かけた帰りかもしれません。

お供の人を必ず連れているのはかなり身分の高い

図４　北宋（伝）許道寧　秋江漁艇図巻 
漁師　旅人　渡し船

図５　南宋　李氏　瀟湘臥遊図巻　及び 
　南宋　牧谿　瀟湘八景図より（漁村夕照）
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人です。過ぎていく人たちと漁師たち、そして漁師

は厳しい仕事かもしれないけれども、結構楽しそう

にやっている。自然の中に生きている人たちの悠々

自適の楽しさみたいなものも絵の１つの主題なの

です。

　図５の上は「瀟湘臥游図巻（しょうしょうがゆ

うずかん）」。つまり、寝ながら遊べる山水画です。

禅宗のお坊さんがこういうところに昔行ったけれ

ども、もう行けなくなったので絵を描かせたという

作品です。ここにもたくさん小舟や漁村の様子が描

かれています。これは長い画巻の一部ですが、こう

いった水辺の村落、あるいは人々の暮らしを中に小

さく描きながら、全体としての広がりのある山水画

になっています。

　下は牧谿（もっけい）の、美術史をやっている人

でしたらみんな知っている「瀟湘八景図」から「漁

村夕照図（ぎょそんせきしょうず）」です。夕日の

中、漁師が網を引き揚げようとしている状況が描か

れています。瀟湘地方というのは中国の文人にとっ

て、あるいは神話とか文学にとってものすごく積み

重ねのある場所でした。先ほどお話した屈原が自殺

した洞庭湖というのは、瀟湘の中心にある大きな

湖ですから、そこにはいろいろな文学的な記憶があ

るわけです。文人たちが特に好んでこういうものを

描かせたのですが、それが余り流行り過ぎたので、

そのうちに、この画題は余り中国では描かれなく

なりました。でも、日本にはずっと伝わっていて、

瀟湘八景に因んで、近江八景とか、自前の日本の八

景を作り始めるほどになります。

　図６は「漁楽」、つまり漁師は楽しく暮らしてい

るのだという思想です。ちょっとうるさい筆で描か

れていていますが、明時代のプロの画家の絵です。

漁師が結構楽しげで、遠くまで舟を浮かべている。

こういう画題が明の時代は特に好まれて繰り返し

描かれました。プロの画家は、舟とか人物のデッサ

ンとかにすごく気を遣って描きます。次の作品のよ

うに、文人はそういうものを余り細かく描かないの

図６　明　呉偉　漁楽図　北京故宮

図７　元　呉鎮　漁父図巻　部分

図８　元　王蒙　花溪漁隠図
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ですが。

　図７はアマチュアというか、文人であった、元時

代の呉鎮（ごちん）という人が描いた「漁夫図巻」

です。呉鎮その人が、元時代の異民族の支配の時に

江南にいて、政治の場面に出たり、お役人になった

りしなかった。そして、画家としても全然売れなく

てひっそりと暮らしていた。だれともほとんど付き

合わずに、正に自分が隠棲していたわけです。その

中で隠逸を詩に歌い、書を書いて、そしてこういっ

た一種稚拙に見えるような表現によって自分の心

情を描いたわけです。「魚は釣るけれど、名は釣ら

ない」、つまり名誉は釣らないというふうなことが

書いてあります。そして、必ず、屈原の「漁父の辞」

を後ろに秘めた洞庭湖のようなことを詩で歌い、そ

れを絵にしています。人物画は文人画家の得意とし

ないところなので、わざとかもしれないし、本当か

もしれないのですが、下手に描いてあります。人物

画をうまく描けるのはプロの画家です。人物画なん

かをうまく描くのは文人としては余りよくないか

もしれないぐらいで、こういう一種味のある描き方

をします。

　図８は元の王蒙（おうもう）の「花渓漁隠図（か

けいぎょいんず）」です。陶淵明の「桃花源記」を

踏まえ桃の花が一面に咲いている理想郷です。理

想郷は、きらびやかな宮殿ではなくて、普通の漁

村であり農村なわけです。そこでこの人は釣りを

していて、女の人が舟に一緒に乗っています。上の

詩は自分で書いているのですが、奥さんを連れて釣

りをして隠棲している。中国の伝統では隠棲という

のは一人で孤独にするものではなくて、家族連れで

す。元の時代、彼らは実際に政治の舞台には出てい

ませんから、本当に自分の姿なのです。ところが、

この人は次の明の時代になったときに出仕します。

やはりそういうある種の色気はあって、漢民族の王

朝になったから出ていくのです。ところが、彼は最

後が悪かった。明王朝の初め、皇帝がすごい粛正を

しました。王朝の設立期というのはみんなすごい粛

正をするので、有力者や建国の英雄は一番危ない。

王蒙はただの文人でしたが、ある有力者のサロン

に出入りしていた。その有力者が粛正の対象になっ

て、彼も 72歳にして牢屋に入れられ獄死してしま

うのです。だから、隠棲かそうではないかというの

は、本当に命がけの話です。

　図９の左は 10世紀というすごく古い時代のお墓

から出てきた絵です。やはり深山での文人の集いが

描かれている。琴を持った子供の従者を連れていた

り、碁を打っていたりします。山の中での理想の遊

びです。このお墓の墓主は女の人なのですから、女

性も同じようなものを夢見ていたということです。

図９　遼墓出土　山水図　及び 
南宋　作者不明　冬景山水　金地院蔵

図１０　趙孟 　謝幼輿丘壑図巻
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　右は、南宋の宮廷画家が描いたもので、猿の声を

聞くために冬の山の中に多分入って行った文人の

姿を描いています。こういった深い山の中での文人

の楽しみが描かれていますが、ここには漁師はいま

せん。

　図１０は元の時代の有名な文人画家が、わざと

ちょっと古風に、あるいは稚拙に描いた、六朝時代

の有名な隠者謝幼輿をイメージして描いた絵です。

これだけでは隠棲できなくて、建物とかはもちろん

必要なのですが、イメージですから、松の木のある

丘での隠棲です。この趙孟 （ちょうもうふ）とい

う人は実は隠棲しなかった。彼自身は元が滅ぼした

宋の皇帝の子孫でした。といっても随分遠くなって

いますが。フビライ・ハンが人を集めたときに、ほ

かの年を取った人たちは応じなかったわけですが、

若くて才能があった彼は応じたのです。そのため、

異民族に仕えたというので、評判は余りよくない。

ただ、こういう人が漢民族の文化を元の宮廷に伝え

たし、逆に、元の宮廷でしか見ることのできなかっ

たような、北宋を滅ぼした異民族の金が持っていた

北宋までの宮廷コレクションとか、そういうものや

情報を南の人たちに伝えているのです。

　図１１は明の仇英（きゅうえい）が 1520 年に描

いた、深山幽谷の理想郷の絵です。プロフェッショ

ナルな画家だから、とても細かい。どこまで拡大し

てもよくこんなに描けるというような絵です。真ん

中の建物には文人がいます。でも、これは仙人の住

む山です。ですから、これは仙人なのか、文人なの

か、隠居しているのか、もう交ざっているわけです。

隠居の理想が仙人になる。仙人になったら正に不老

長寿ですから、こういう絵をお年寄りのお誕生日の

お祝いのときに、特に注文して描いてもらったりす

ることになるのです。

　山の中は仙人が住んでいるのですが、明の時代に

なると、実際の文人たちは江南の都市の近郊に様々

な別荘を構えます（図１２）。蘇州に行って庭園を

図１１　明　仇英　仙山楼閣図　部分

図１２　文徴明　真賞齋図巻

図１３　( 伝 ) 馬遠　寒江独釣図　及び 
朱端　寒江独釣図
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見ることができますが、それはみんな明の時代の

高級官僚たちが引退した後に住んだ、あるいは造っ

た別荘です。文人たちが高級官僚になっているわけ

です。高級官僚にならない限りは財産もなく、そん

な素晴らしい別荘も造れないわけです。ところが、

高級官僚にずっとなっていたらこういうふうな所

では遊べない。どうするかというと、早くに引退

するのです。引退して、故郷の別荘に帰るという

のが彼らの夢です。まじめにやろうとすれば、ずっ

と仕えて仕事をする。でも本当のことを言うと、高

級官僚は一度なれば、その特権は一生続くので、す

ぐ辞めても実はかまわないところもあるのです。そ

んなに欲張らなければ。本当に自由なのか、本当に

引退したのか、いろいろなことはありますが、要す

るにそういう中でただ理想として表現されている

のがこういう別荘です。

　別荘や書斎にはその人の人柄が表れるので、別荘

の号（呼び名）でその人を呼んだりするわけです。

今でも何とか斎というような呼び方をしますが、そ

れは書斎の斎です。別荘に人が集まってお茶を飲

む。本当はお酒を飲んだかもしれないけれど、お茶

を飲むという、そういうポーズを取って、そういう

ふうな場面が描かれます。また庭には、奇妙な形の

庭石も集めたものです。太古石を評価して鑑賞する

というのも中国の１つの文化、市民文化というか、

文人文化だったわけです。そのような奇石は仙人の

住む山や洞窟のようでもあり、理想の世界がすぐ地

続きで実現されていたのです。

　ところがこの絵を描いた人は、お父さんは高級

官僚だったのですが、本人は科挙に受からない。結

局、ただ文人としての評判の方がすごく高くなった

ので、歴史の編纂に呼ばれて都に行く。ところが、

本当に高級官僚で試験に受かってきた人からはいじ

められる。嫌になって何か月かですぐに帰ってきて、

そしてずっとこういうふうな文人として生きる。友

人はみんな高級官僚。蘇州は文化も教育もレベルも

高いですから、みんな高級官僚になるわけです。彼

は科挙に受からなかったのですが、画家として、あ

るいは文人としては非常に有名でした。それは代々

図１４　梁楷　雪景山水図　及び 
戴進　冬景山水図

続いて、明の終わりまで蘇州の名家でした。画家も

一種世襲制で、息子とか孫に画家が一杯出てきます。

文人画家だけれど、ある意味でプロ的でした。もち

ろん直接お金のやりとりはしないのですが。

　山の中での楽しい話ばかりではなくて、厳しさと

いうもの、つまり儒教的な一種の価値観も山水画の

中には描かれます（図１３）。特に雪景色や冬景色

がそれに当たります。左は、南宋の宮廷画家の馬

遠が描いたと言われる「寒江独釣図（かんこうどく

ちょうず）」。多分詩にあるのだと思いますが、寒い

川で一人で寒さに凍えながら釣りをするという、厳

しい寒さを讃えるような価値観、寒さの美学とでも

図１５　文徴明　関山積雪図巻
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いうか、そういう厳しさがずっと描きつがれます。

　右は明の宮廷で活躍した画家です。宮廷の画家も

華やかな絵ではなくて、こういう絵を求められて描

くわけです。

　図１４の左は、南宋の梁楷（りょうかい）がかい

た「雪景山水図」。東京国立博物館は結構いい中国

の絵をたくさん持っています。中国では南宋の宮廷

画家の絵は評価されなかったので、日本に良い作

品が伝わってきていたのです。南宋時代、北の方は

領土ではありませんでしたから、一種のイマジネー

ションの世界です。毛皮の帽子をかぶった人が雪の

中を歩いていくのですが、本当に寒さが厳しいとい

うのではなくて、ある種イメージの中で作り上げた

絵です。非常に限られたモチーフで、すごく静かな

しーんとした感じをよく出しています。右の方は明

の宮廷画家（あるいは、なりそこなったとも言われ

ていますが）職業画家の絵で、春の絵と冬の絵が日

本に伝わっていて、これは冬です。こちらは梁楷の

絵に比べるとかなりざわついています。旅人もとて

も活気があります。これは宋と明の感覚の違いで

す。宋の研ぎ澄まされたような感覚と、明のある種

庶民的日常的というか、分かりやすさという違いが

あると思います。

　図１５は先ほどの明の文人画家、文徴明（ぶん

ちょうめい）が描いた雪の景色です。これは雪の中、

長い旅する人が描かれています。非常に細かく、こ

の人がこれを描いたときはもう六十幾つですから、

老眼にならなかったのだろうと思われるぐらい細

かい。これはたて 20センチぐらいの絵で、とても

小さな中に描いています。最後のところで彼は言っ

ています。この絵は３年かけて描いた。（科挙の）

受験勉強をしている若い友人の所から蘇州に帰る

ときに雪が降ってきた。王維（おうい）という唐

の詩人が描いた雪の絵がすごく有名で、雪景色と

いえば王維なのですが、その王維の雪景色を見て、

自分もいつか描きたいと思っていたけれど、まだ自

分にはそういうものをきちっと描ける力がないと

思っていた。でも、この機会に頑張って描いたとい

うふうなことを書いています。雪の景色によって

非常に優れた人格を表すのだというようなことを、

儒教的な発想で描いたわけです。正に、厳しさの中

での美学みたいなものを描いています。

　ところが、清時代になると、そういう旅の絵では

なくて、楽しい旅になります。前は行けなかったよ

うな山にも登れるようになります。石涛（せきとう）

という清の初めの画家が黄山（こうざん）に登って、

そのときの様子を描いています（図１６）。黄山の

ふもとには今でも温泉がありますが、手を広げてみ

んなで温泉に入って楽しんでいます。こういう絵

は、中国の山水画の中ではかなり新しい感覚です。

今までのような漁師とか、厳しい寒さの中の旅人と

図１６　石涛　黄山八勝図冊 図１７　池大雅　洞庭秋月　及び 
釣便図（十便帖の内）
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か、あるいは山の中で杖を引いて琴を持った従者を

従えた文人が景色を見るとかとは全然違った新し

い旅の形が絵になっています。このように清になる

と大きく変わっていきますが、それでもこの山には

やはり仙人が住んでいるという、かつての記憶が

ずっと重なっているのです。

　隠棲に憧れるといったような中国絵画の世界は、

当然ながら、みんな日本に伝わってきています。例

えば南宋では、市民たちが集まって詩社というもの

を作っていましたが、教養のある人と人との付き合

いでは詩がとても大事な役割をする。室町時代の

大名とか戦国の大名が盛んに集まって連歌の会を

やっていた。これは要するに、中国の文人のマナー

を日本流にやっている。お茶を飲むのも室町のこ

ろから始まるし、床の間に絵を飾って鑑賞したり、

花を生けたりするのも、全部文人の文化が中国から

日本に伝わってきたものです。

　それが日本では市民文化というか、普通の人々の

文化になった。変わった花を育てたり、花を生けた

りということも、男性の文人がやる大事な教養の１

つでした。日本では明治のころからお茶を飲んだ

りお花を生けたりするのは女性の教育に使われて、

かなり変わってしまうのですが、その代わりよく生

き残りました。中国は文人がいなくなったら全部

なくなってしまいました。文人からみれば、マニュ

アル化するのは俗だというような形でやっていた

ので、ほとんどなくなってしまっているのです。で

も、日本ではすべての時代のものを全部取ってあ

るので、よく残っています。そして女子教育に使っ

たり、マニュアル化してお免状を取っていくという

システムにしたために、逆に言えば今でも生き残っ

ているのです。どちらがいいかは分かりませんが。

　最後に、右は日本の江戸時代の池大雅（いけの

たいが）が描いた隠棲（図１７）。正に土壌は同じ

です。洞庭秋月（どうていしゅうげつ）ですから、

瀟湘八景の１つです。洞庭湖に舟を浮かべて、ここ

では釣りはしていません。笛を吹いています。

　左下のものは与謝野蕪村と池大雅が描いた「十便

十宜図（じゅうべんじゅうぎず）」。お互いに 10図

ずつ、隠棲するのに何が便利か、何が宜（よ）い

かということを描きあった。十便十宜図で、全部で

20図あるのですが、そのうちの１つです。これは

池大雅で、釣りをするのに便利だという図です。

　中国の文人画は 18世紀にならないと日本には本

格的に入ってきません。池大雅はプロの画家で文

人画ではないのですが、スタイルとしてこういう

ものがすごくもてはやされました。日本の江戸時代

中期、幕末に近い江戸時代後期以降の文化として、

そして多分明治の 20年代ぐらいまでは、あるいは

つい最近ぐらいまでも、地方の人たちが詩吟をやっ

たり、旅の画家を泊めて絵を描いてもらったりとい

うことをしていたと思います。日本の文化の１つ

のいわば教養とかそういうものに関するところは、

かなりの部分中国の文人文化が伝わり、それが市民

文化的になっており、今でも気が付かない形で我々

の社会で共有してきたのだと思います。

　少し時間がオーバーしたかもしれませんが、私の

話はこれで終わらせていただきます。どうもありが

とうございました（拍手）。
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ゲスト講演

アジアにおける市民社会の歴史的可能性
東島　誠

聖学院大学人文学部助教授

　難しいタイトルですが、私が付けたのではありま

せん。いただいたものですが、とてもいい題なので、

そのままお話しさせていただくことにいたしまし

た。ただ、非常に難しい題ですので、どう料理して

お出しすればよいかと途方に暮れまして、最初に皆

さんにお目にかけましたペーパーには、少し硬めの

炊き上がりという感じで書いてあります。ですが、

ちょうど食べごろと申しますか、そんなに難しい話

にはならないと思いますので、今日はよろしくお付

き合いください。

　私は主として、近代よりももっと古い時代を専門

に研究しており、いったいそんな古い時代の研究を

して何か現代に寄与できるものがあるのだろうか

と、いつもあれこれ悩みながら歴史を考えていま

す。さて、今日の題の「歴史的可能性」の問題に接

近するためには、大雑把に言えば、これまで４つの

段階、４つの議論がありえたのではないかと考えて

おり、それを以下のようにまとめてみました。誰が

どれを言ったという話はここではなしにしますが、

「そもそも東アジアには西欧型の市民社会など育つ

余地はなかった」というある種の決めつけ、思い込

み、これがまず、第一の議論としてありうるはずで

す。これに対して逆に、「東アジアのなかにもヨー

ロッパのような市民社会（この場合はかなり良い社

会をイメージしていると思いますが）を発見しよ

う、発見できるかもしれない」という議論がありう

るかもしれません。

　しかしながら 20世紀末に議論がさらに深まって

いきますと、だんだんヨーロッパ世界の普遍性とい

うものもあやしくなってきます。そうしますと今度

は第三として、ヨーロッパの普遍性に対する破産

宣告がなされるようになります。そうした中から、

ではいったい非ヨーロッパ世界、取り分けアジアか

ら何が考えられるのか。「アジア固有の論理の中に

新しい意味での市民社会の可能性を探る必要があ

るのではないか」という議論が生まれてくるはずで

す。

　ところがこの三番目の、一見するとなかなかいい

線だなと思う議論に対しても、次のような疑問が投

げかけられるのです。すなわち「東アジアの固有

性というものを強調すればするほど、実はそれが既

存の西欧世界と対になる形で、独自のアイデンティ

ティというものが強化されることになる。そのこと

がひいてはナショナリズムにつながるような性格

を持つのではないか」という批判が出てくるように

なりました。むしろここ十年来、そのような議論ば

かりを私たちは目にしてきたかもしれません。

　私も日本の歴史を研究してきました。しかし、な

ぜ日本の研究をするのか、日本人だからか、そう

言ってしまうと、結局私もナショナリズムに批判的

なことを言いながら、実はナショナリズムの枠組み

の中で考えているに過ぎないかもしれない。こうい

うことがここ十年ほどのうちに、自分の議論の足元

を見直すという形で、徐々に共有されるようになっ

てきました。

　こういう視点自体は大事だと、私も思います。常

に自分の議論が何を生産してしまうのか、どういう

意図外の効果を持ちうるのか、という点への反省と

してはたいへん重要だと思うのです。ですが、そこ

から何か新しい可能性が生まれるのかと考えると、
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それだけでは議論が停滞してしまって、先が見えな

い状況であるように思います。

　ヨーロッパだけではなく、アジアの場合もそう

だと思いますが、歴史を完成形としてとらえるの

ではなくて、可能性の芽とでも言いますか、（もし

かするとその可能性はそのまま歴史の狭間に消え

ていったかもしれないけれども、）新しい社会を創

ろうとする何か声らしきものが、歴史の中からは

聞こえてくるのです。私は、自分の研究の中で、そ

の声を拾おうではないかと考えました。それは、鎌

倉時代であったり、室町時代であったり、あるいは

江戸時代であ

るかもしれま

せん。どの時

代であっても、

何か社会を変

えようとする

動きがあると

きには、どこ

からか声が聞

こえてくるの

です。その声

を採取してみ

たい。こうい

うふうに考え

て歴史の勉強

をしてきた次第です。

　一昔前ですと「新人類」という言い方がありまし

たが、新人類というのは既に死語だそうで、今の学

生は全然知りません。大江健三郎さんではありま

せんが、「新しい人」という言い方をすれば、どう

やらみんなにも通じるようです。その「新しい人」

の姿を通じて、何か自分自身をも批判的に照らし出

すことができるような、そのような素材を探るこ

とによって、歴史の中の声を聞きたいと思います。

今日は時間の関係で２つの素材、２つの事例をお話

しします。

　「新しい人」とは何か。ここ十年ほどの間に市民

権を得た言葉に、ボランタリー・アソシエーション

があります。ボランタリー・アソシエーションは訳

せば「自発的結社」でしょうか。もっと普及した言

葉としては、NGO（非政府組織）やNPO（非営利組織）

があります。そういう言葉を日常的に耳にするほど

に、ある意味で市民社会そのものを身近に議論の

対象にできる条件が整いつつあります。ではその問

題を、歴史の中で実際に考えてみましょう。そうい

う「新しい人」の姿を、歴史上の、２つの素材の中」

に探してみようと思います。

　「今ある自分からの自由」。これは必ずしも歴史

の中に限った

ことではなく、

いま、実際に

こうした活動

に参画されて

いる方にとっ

ても、常にそ

うかもしれま

せん。これが

なければ、ボ

ランタリーな

ものも、いつ

の間にかボラ

ンタリーでは

なくて、何と

なく義務のような、もっと停滞したものになってし

まうでしょう。歴史の中にも、「今ある自分からの

自由」を常に求める声を聞きたいと思います。

　社会にはいろいろな束縛があります。皆さんにも

家族がいて、また会社があり、社会的地位がありと、

様々に自分を縛るものがあるはずです。放映中の

NHKの朝ドラではありませんが、仮に会社の不正

に気が付いたとします。さてこれを暴いたとすると

自分の家族はどうなるだろうか。いろいろな自問自

答をすることになるでしょう。そこには自分自身の

行動を縛るいろいろな条件が立ち現れるはずです。

歴史上にはこうした条件がさらにいろいろありま

した。やはり身分制の社会です。身分制を支える思
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考、いわゆる種姓観念の強固さとでも言いますか、

人間行動を縛る多数の桎
しっこく

梏、足かせがあります。

　自分がある新しい行動を取るときにどういう視

線にさらされるのか。「最近の若い連中はけしから

ん」とか、「あいつはやっていることがおかしい」

という形で、「新しい人々」、すなわち自分を縛る桎

梏から抜け出ようとする人々に対して向けられた

批判的なまなざしが、歴史の史料の中にはたくさ

ん出てきます。今日はそういうまなざしを通して、

そのまなざしの先にある世界を見てみたいと思い

ます。

　最初に取り上げます素材は、事例１「ある匿名の

女性」です。災害ボランティアの現場からという素

材でお話しいたします。10年前の阪神淡路大震災

をボランティア元年として、今年は 11年になりま

す。ここ最近も様々な災害が多発しており、ボラン

ティアという問題はいま正に喫緊の課題になって

いるかと思います。この災害ボランティア、具体的

には江戸時代を生きたある一人の女性の声を拾い

集めてまいりましたので、それを聞いていただきた

いと思います。

　1742 年と言いますと、江戸時代は将軍吉宗の時

代ですが、この年、江戸の隅田川で大洪水が起こり

ました。そして本所や深川といった地域が水浸しに

なったので、８月６日から 23日まで江戸幕府が救

済事業を行いました。ちょうど幕府が救済事業にい

くらかかったかを示す帳面が残っており、ご覧の表

は、この帳面を基にそのとき人々に振る舞われた

食料給付の推移を示したものです。「ある匿名の女

性」に登場していただく前にこの表を見ていただき

たいのですが、ここからいったい何が読み取れるで

しょうか（図１）。

　いろいろなことが読み取れます。８月６日の夕

方、6000 人前の粥が焚き出されました。それに必

要な米は８石です。７日は少し人数が増えて、朝

8000 人分の粥が焚き出されました。果たしてここ

から何が見えてくるでしょうか。７日の夕方はどう

ですか？そうです、ここから飯に変わりますね。こ

の変化について、もう少し皆さんリアリティを持っ

て事態を想像していただきたいのです。なぜ最初に

粥で、その後、飯になるのでしょうか。

　ちょうど７月末、これは旧暦ですから、今でい

うと９月で台風のシーズンです。大雨が降り続き、

ついに隅田川の土手が決壊して、洪水のため家を出

ることを余儀なくされた人たちが最初に口にした

ものはお粥でした。体が弱っているとき、いきなり

飯はのどを通りませんよね――こういう説明をい

たします。でも、それだけではないかもしれません。

飯7000人前を用意するのに14石の米が必要です。

14 石は 14000 合ですから、一人当たり 2合の米

が必要になります。これに対してお粥は水増しさ

れていますから一人１合で作れる計算になります。

図１　寛保 2年（1742）隅田川洪水における 
江戸幕府の救済事業

図２　幕府の方針転換の論理
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緊急事態ですから、すぐに米がたくさんそろわない

かもしれない、ということを考えると、最初に粥が

配られるのもうなずけます。このように、わずかな

データではありますが、それをつぶさに見てまいり

ますといろいろなことが分かってまいります。

　ここで皆さんに是非注目していただきたいのは、

いったい幕府はどこでこの事業をやめようとした

か、ということです。最終的には 23日に終了いた

しますが、ではどこから減り始めるのでしょうか。

そうです。12日までは毎日朝夕決まって振る舞わ

れていた食料が、13日は朝とだけ表には書かれて

います。朝だけ配られて、夕方は配られませんでし

た。この日から事実上半減して、後はなし崩し的に

減らされていく様が見てとれるかと存じます。つま

り幕府はこの日、これ以上の救済を行わないと考え

たのです。幕府はなぜ、あるいはいかにしてこの救

済事業をやめようと考えたのでしょうか。

　この 12日という日に注目すると、次のようなこ

とが分かってまいります。図２をご覧ください。少

し長く、また難しい文章ですが、簡単に意味を取り

ます。御施行（ごせぎょう）というのは幕府から振

る舞われる食料の給付のことですが、「明十三日か

ら夕一度ばかりに相成り」とあります。さきほど表

で見ましたように、実際には朝配られていましたよ

ね。幕府の方針決定が末端まで伝わらず朝配ってし

まったので、結局夕方分がカットされることになっ

た。このあたり、いかにも急な事態だったという、

臨場感がありますね。次に「近日御止めなされ候間」

とあります。もう打ち切りにするというわけです。

それゆえ明日食料配りに出た際には、「もうだんだ

ん水も落ちてきましたから、この救済も近日打ち切

ります。ですから皆さん、商売稼ぎに戻ってくださ

い」と、もういいかげん日常生活に戻れと、こう先々

で申し聞かせてください、というのです。

　でも、それだけではありませんでした。この同じ

8月 12 日の記録にはもう１つ、無視できない事実

が書かれていたのです。そこには、隅田川に架かる

両国橋と新大橋にいた被災者たちに対して、幕府で

はない武士方や町方のいわば〈個人〉が、握り飯や

鳥目（ちょうもく）、これは銭のことですが、それ

をどうやら自発的に配っているらしい、なかには名

前を名乗らずしている者もいるらしい、という情報

が書き記されています。幕府が救済の打ち切りを決

めたその日に、一番気にしていたのは、民間ボラン

ティアの力がどの程度のものであるか、ということ

だったのです。つまり幕府は、自らの責任を放棄し、

事態をボランティアに委ねてしまおう、と考えてい

たのではないでしょうか。

　実は、この 12 日という運命の日の直前三日間、

幕府は両国橋と新大橋の際に、次々と小屋を造らせ

ていました。これはいったい何のためだったので

しょうか。人々は幕府がますます救済に力を出し

てくれるのだろうと思っていたに違いありません。

が、実はそうではなかったのです。小屋は、幕府が

手を引き、後のことをボランティアに任せるため

の、いわば準備作業であって、幕府自体はもう金を

出さないということの表明だったのです。ここで、

初めてボランティアという存在が話題の中心にあ

がってまいりましたが、それが政府による救済事業

の打ち切りとリンクして出てきているところに大

きな問題があるのです。

　幕府は、早速実態調査の帳面を作らせました。老

中から町奉行へと命令が下り、いったい、いつだれ

がどこで、どれぐらいのボランティアをしているの

か、帳面を作れということです。役人たちは急いで

取りかかったに違いありません。その帳面に大変

面白い人物が顔を見せてくれます。そこから二人

を取り上げましょう。それが、高間伝兵衛と「三十

歳ばかりの女」です（図３）。高間だけでなく、越

後屋などテレビおなじみの大商人たちは、みなこの

帳面の中にしっかりと名前を載せております。一方

「三十歳ばかりの女」と記述された女性は、役人が

「おまえはいったいどこのだれだ」と聞いたら、「い

いえ、私は名前を名乗りません」と首を振りながら、

次から次へと自分の家にあった古着を持ってやっ
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てきたということが、役人の目に止まって書かれて

います。名前を聞いても答えないので、役人は仕方

なく、「住所知れず。三十歳ばかりの女」と帳面に

記したわけです。

　これに対して大商人たちはどうだったでしょう。

例えば高間伝兵衛という人は、９年前の享保の飢

饉の際、いわゆる〈打毀し〉にあっています。悪

徳米問屋として庶民の目の敵とされたわけですね。

その彼が９年後の寛保の江戸洪水では何をしたか

と申しますと、舟であちこちの人々に飯を配って回

りました。そして何月何日にどれだけの救済をし

たということを実に事細かに役人に語っています。

高間だけではありません。あの越後屋もやはり大

量の握り飯をあちこち舟で回って配っていました。

彼らは越後屋という屋号を書いた「のぼり」を立て

た舟をチャーターして、辺りを回っていたのです。

おそらく行く先々でこう言ったでしょう。「私ども

は越後屋でございます。どうぞ皆様召し上がってく

ださい」と。もしかすると将来の顧客になるかもし

れない、そうした人々に食料を配って回ったわけで

す。

　大商人たちは、いわば自分と関係がある人に食料

を与えて回りました。屋号を書いた「のぼり」は、

名前を売るに十分の宣伝効果を上げたに違いあり

ません。さぞかしそれは人々の目に焼き付いたこと

でしょう。これに対して、先ほど名前を名乗らな

かった女性は、と言いますと、家にあった女性もの

の古着を、橋の際にある広場、広小路と呼ばれる場

所に持ってきたのです。舟を持つことはできないが

「何か自分にできることをしたい」と考えた人々が

集まってきたのが、この広小路です。例えば医者は、

自分にできること、すなわち薬をこの広場に持ち寄

りました。このように、名を残そうとは思わなかっ

た人々が救援物資を持ち寄ってこの広場に集まっ

てきたのです。このようなことが、実際に、18世

紀の災害現場で行われていたわけです。

　隅田川に架かる新大橋の絵を見ていただきま

しょう（図４）。向こうには永代橋が架かっていま

すが、新大橋の橋際にはこのような空間がありまし

た。ご覧のように、ここには葭簀張りの小屋がかけ

られ、物が売られたり、大道芸人、ストリートミュー

ジシャンたちが活躍していました。非常にパブリッ

クな場所と言いますか、文字通りのオープンスペー

スです。元々は防火対策として造られた場所ではあ

りますが、実際にはご覧のとおり庶民のコミュニ

ケーション空間だったわけです。「30歳ばかりの女」

は、こういう空間に衣類を持参し、そして、役人が

「おまえはだれだ」としつこく聞いても、ついに名

前を答えなかったというのです。

　私の勤務する聖学院大学の授業でもこの話をし

て、学生諸君にそのシーンを描いてもらいました。

図５は中国から来た留学生で 2年生の邵裕良君が

描いてくれた絵です。「越後屋」と書いた「のぼり」

をたてた船が今から出て行く様子。一方、橋際には

図３　高間伝兵衛と「三十歳ばかりの女」 図４　広場の風景
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「三十歳ばかり」と書いた看板があって、なぜかブ

ランド化してしまっているところが面白いですね

（笑）。これはありえないですが、ある意味ではそこ

に新しい市場が生まれていると言いますか、ちょっ

とおかしいけど、なかなかうまい絵ですね。彼は実

際に絵を勉強したいと言っている学生です。

　図６は日本の学生で、やはり 2年生の情野竜平

君が描いてくれたもの。なかなか面白い絵です。「三

井」とあるのは三井八郎衛門、すなわち「越後屋」

です。大商人たちはみな舟を仕立ててあちこちに

行ったわけですが、そのはるか頭上を女性が走っ

ています。「三十歳ばかりの女」は持ってきた衣類

を置くや否や、「おまえは誰？」と問う役人のもと

を、それこそ猛ダッシュですたこらさっさと逃げ

ていく、そういう図ですね（笑）。権力が名前を把

握しようとしたら、そこから逃げ出すこの軽快さ。

実はこの講演の後半でもこれとよく似た図を紹介

いたしますので、その予告編の意味も兼ねてこの絵

を持ってきました。私は宮崎先生のように絵画の専

門家ではありませんが、素人目にも今の学生はみな

絵が上手ですね。

　少しまとめておきましょう。先ほどの匿名の女性

の行動は、いったい人を救うのに自分が誰であると

いうことを名乗る必要があるのか、ということを提

起してくれています。「今ある自分」がどこのだれ

であるということ、社会的地位、そんなことはど

うでもよい。聞かれても答えない。自分にできる

ことは家にあった服を持ってくることだけである。

こういう行動を取りました。大商人はそうではあ

りません。「私たちは越後屋でございます」と宣伝

する。あるいは〈打毀し〉にあわないようにする。

周りの視線を気にしながら行動している姿を、そこ

に見ることができます。

　ただ、学生もなかなか大したものです。「宣伝行

為とはいえ、大商人がもし救済に乗り出さなかった

としたらとても物資は行き渡らなかったのではな

いか」と言うのです。実際に現在のボランティアで

も、志だけですべてが解決するはずもありません。

大きな資金なり物資なりが動くことで、初めて問題

が解決されることもまたあります。それは非常に大

きな問題、重い問題です。この問題を単純に一方を

善玉、一方を悪玉としてしまわずに、大商人たちも

なかなかしたたかな、かつ人間くさい行動でもある

と言う。こういう意見が出てくると、授業をした甲

斐があったと思います。

　役人たちは政府としての救済を止めた。それを

決めたときに実際にボランティアに頼らざるをえ

ない状況になった。一方でボランティアの中には

自分の利益のために動く者がいる。しかしそうで

ない女性、あるいは医者、個人的な施行者たちは、

開かれた場所、パブリックな場所に集まった。この

印象的なシーンを「歴史的可能性」の一事例として、

図５　学生の絵① 図６　学生の絵②
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最初の話では紹介させていただきました。

　ここから後半です。事例２「ある禅僧の逡巡」は、

時代はややさかのぼりまして、南北朝時代から室町

時代、14世紀を中心とした話題になります。そこ

では、タイトルに挙げましたように、「江湖の思想」

をテーマにお話しいたしますが、最初に時代背景を

少し紹介しておきたいと思います。この時代、14

世紀は「自由狼藉の時代」と言われています。教科

書にもよく出てくる「二条河原落書」は、「このご

ろ都にはやるもの。夜討、強盗、謀綸旨」という書

き出しで有名ですが、その続きには文字どおり何で

もありの世界が描かれており、その中に「自由狼藉

の世界なり」という言葉が出てくるのです。

　さて、ここでいう「自由」とはいったい何を指す

のでしょうか。この語は中世独特の意味を持ってい

ると言われます。ここで言う自由とは、基本的に「自

由の至りなり」という文脈でのみ使われるものであ

り、すなわち勝手し放題である、ということです。

ケシカラン！「自由の至り」というのは、要するに

「ケシカラン」ということなのです。しばしば私た

ちは「中世の『自由』というのは近代の『自由』と

は違う。勝手なことをやるのが中世的『自由』だ」

と教わったものです。本音を言いますとその「近代」

観は余りにも古典的過ぎて、実は近代こそが勝手し

放題の「自由」の時代ではないか、と思ったりもす

るのですけれどね（笑）。

　それはさておき、「自由狼藉の時代」には、いろ

いろと面白い人々が登場します。「悪党」と言われ

る人々もただ悪いという意味だけではなく、どちら

かというと悪＝アブノーマルに近く、１つの社会

勢力を形作っています。「バサラ」というのもこの

時代のアブノーマルなファッションです。さらに

は、身分を超えた人たちが裸同然の姿で酒を飲んで

いる「無礼講」、その中には後醍醐天皇の姿もある、

といった具合です。そういう側面を見事に描き出し

たのが、網野善彦さんという、昨年亡くなった著

名な中世史家が書かれた、『異形の王権』（平凡社、

1986 年）という本です。天皇が髭をたっぷりと生

やした、随分と不思議な時代、あやしい時代でした。

正に何でもありであって、南北朝の動乱というの

は、それまでの世界をごちゃ混ぜにしてしまった

実に面白い時代なのです。二条河原の落書には「こ

きまぜ」という言葉が出てきます。連歌は田楽・茶

と並んでこの時代を代表する流行の文化でしたが、

「京、鎌倉をこきまぜて」、すなわち京流も鎌倉流も

あったものではない、全部こきまぜになっていて、

誰でも批評家になれる。「点者にならぬ者ぞなき」、

こういう表現があります。点者というのは実際に連

歌の批評をして点数を付ける人ですが、専門家で

もない人ですらそういうものを楽しんでいる状況

です。連歌というのは、モノローグの短歌とは違っ

て、複数のコミュニケーションによって成り立つ、

いわばダイアローグの文芸です。茶も一人ではなく

複数が集まる「茶寄合」の場が、コミュニケーショ

ンの空間を生み出しました。このような「こきまぜ」

の文化が、自由狼藉の時代に盛んになったのです。

　ところが、です。この講演の最初にも申しました

ように、こうした「新しい人」に対して、大体頭の

古い人は「ケシカラン」と言うわけです。正に「自

由の至り」であると言ったその代表的な人物こそ、

室町幕府の『建武式目』という法典の中にその思想

が色濃く出ている足利直義（ただよし）という人で

す。初代将軍足利尊氏の弟ですが、尊氏が武士の束

ねをしたのに対して、直義はどちらかというと政治

機構をしっかりさせた堅物です。武士の政権もボス

だけでなく堅物がいないとできないのです。

　「バサラ」は、先にも言いましたように、要は変

な格好をしている人たちのことです。今でもいろい

ろな所にいますね。こういう言い方をした瞬間に僕

は「古い人」になってしまうわけですが（笑）。変

な格好をした学生が、キャンパス内の端っこのやや

こしいところでお茶を飲んだりぺちゃくちゃしゃ

べったりしている。ケシカラン。連歌会はさすがに

やっていないと思いますが、こういうものはケシカ

ラン、というのが室町幕府の法典『建武式目』の最

初の２条に書いてあることなのです。このケシカラ

ンという言い方の裏に読み取るべきは、実はそうい
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う「新しい人」が社会に現れ、新しい「こきまぜの

自由」を謳歌している、という事実の方なのです。

　その極致というべき事件が、貞和５年（1349 年）

に起こります。京都鴨川の四条大橋が壊れたので、

それを直すために一種のチャリティコンサート、勧

進田楽が催されました。ここには様々な人が集まっ

ていたのですが、みんなが大笑いしていたその時、

棧敷がガタガタと崩れてしまったのです。死者がた

くさん出ました。この熱狂のうちに倒れたのはいっ

たいどうしてか、ということが『太平記』の中に書

いてあります。何が悪かったかというと、身分の高

い人と庶民とが同じ場所で芸能を見ていることが

ケシカランというわけなのです。逆に言うと、正に

「寄合」の文化と言いますか、身分を超えた人たち

が一緒の場所でともに芸能を楽しむ空間ができて

いたということです。このチャリティコンサート

に参加し、田楽に大笑いしている限りにおいては、

将軍も庶民もない。いわばその瞬間、人々は身分か

ら解き放たれているのです。もちろん彼らは、家に

帰ればといいますか、芸能を見終わった後には元の

身分制秩序の中に戻っていく人たちでしょうが、そ

れにもかかわらず、その瞬間、その時空においては、

彼らは身分から自由となることができたのです。

　この自由狼藉の時代、南北朝時代、14世紀には、

特色のある言葉が使われます。それが「江湖（ごう

こ）」、そして「江湖の散人（さんじん）」です。こ

こに挙げている『日葡辞書（にっぽじしょ）』（図

７）自体はもう少し後の 16世紀末、すなわち戦国

時代の用例を反映しているものですが、この「江

湖」という言葉が非常に大事な言葉として歴史に

登場するのが南北朝時代です。「江湖の散人」とい

うのは、「一定の居所も住まいも持たないで、所々

方々を歩き回る民衆あるいは人」、つまりは漂泊

する旅人です。農耕民でなく遊牧民的な人と言っ

てもいいかもしれません。同じ辞書の「江湖」の

項を見ましょう。この語はもとは長江の「江」と

洞庭湖の「湖」から来ているのですが、「本来の

意味よりも比喩的な意味で用いられる」と言いま

す。たとえば「江湖の散人」は、軽んずべきつま

らぬ人であり、また物の数にも入らない人だとい

うのです。随分な言われようですね。一定の居所

を持たず、すなわち土地に居つかない人は、土地

にしがみついた農耕民の目から見れば、軽んずべ

き、大したことのない人だと蔑まれることになる

のです。「なんだ、あいつは」「最近の連中はケシ

カラン」と、ここにもそういう声が聞こえます。 

　ところが、その一方で「江湖の寄合（よりあい）」

という面白い用例があるのです。連歌も茶も田楽

も、いわば寄合の文化でした。種々の人々の会合、

往々にして一般民衆の集まりや町の集会を「江湖の

寄合」というわけですが、それを蔑んでそう呼ぶ、

というのです。またもやケシカランです。最近の連

中はそんなところに集まって何をしているのだと。

逆に言うと、こういうまなざしを向けられた「新し

い人」が、14世紀に登場したのです。「江湖の散人」

とは、正しく「自由狼藉の時代」の産物にほかなり

ません。

図７　「新しい人」への眼差し 図８　権力の手をすり抜ける「江湖」
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　その「江湖」の文化が分かる幾つかの面白い事例

を見ていきたいと思います。最初に「権力の手をす

り抜ける『江湖』」（図８）というのは、ちょうど事

例１の、走って逃げる女性の絵をもう一度想起して

いただいてもいいでしょう。実際そのような史料が

あるのです。義堂周信（ぎどうしゅうしん）という、

五山文学を代表する詩人であり、又は政治の中枢に

も関与した人物が、その日記『空華日用工夫略集（く

うげにちようくふうりゃくしゅう）』の中で、次の

ように言っています。周信は、もう自分は年寄りだ

から、ある寺の住持を辞めたいのだと将軍足利義満

に答えました。その際「切に辞意を伸べ」２つの漢

詩を将軍に奉ってこう言ったのです。「老来にして

住院するは小池の魚。江湖に放ち向かわば楽有余」

と。この寺にとどまって住持を続けるのはもう勘弁

してくれ。それだと小池の魚ではないか。江湖とい

う世界に泳いでいけばどんなに楽であろうか。こう

いうことを言ったら将軍は「それならもういいよ。

やらなくていい」と言ってくれたそうです。

　先ほどの宮崎先生の話でも、南宋の時期の詩人の

話がありましたが、この時期には江湖派という多数

の詩人を輩出しました。「江湖」という言葉はこの

ように詩と大変関係が深いのですが、当時の文化人

の世界に出てくる「江湖」の詩は、禅画のなかにも

しばしば登場しました。水墨画の大成者として有名

な雪舟の「破墨山水図（はぼくさんすいず）」の画

賛にも、広々とした「江湖」の景色が長安のようだ

と書いてあるのです。そういう「江湖」をモティー

フとした幾つもの絵の中でとりわけ面白い図が、

「瓢鮎図（ひょうねんず）」という、教科書にも必ず

出てくる絵です。

　図９の中心には人物が描かれているのですが、背

後には山と水も描かれています。よく「禅の公案を

具体化したもの」などと教科書に書いてあるのです

が、何のことかよく分からない。その説明自体が公

案ではないかという気がするものです（笑）。この

絵には流れがあり、ナマズが泳いでいます。男が

瓢箪をもって捕まえようとしています。この男は、

決して美男子ではない顔に描かれています。これは

価値観の問題ですから、こんなことを言ったら問題

発言かもしれませんが、非常に醜悪に描かれた顔、

と一応言っておきます。もし問題発言となればいつ

でも取り消します。瓢箪で魚を掬い上げるなんて、

そんなの無理なはずだ。こういう有名な絵なので

す。さてそこで、です。この絵をよく見てください。

よく見ると、先ほどの「老来にして住院するは小池

の魚、江湖に放ち向かわば楽有余」という話がこの

絵から見えてきませんか。もっと言えば絵の中に、

座標軸のようなものが見えてきませんでしょうか。

　実はこの絵は、義満の次の将軍である足利義持

が、禅僧たちに出した宿題だったのです。義持は、

何か新しい絵、ニューモードといいますか、新しい

モダンな絵を描けと命じました。そしてその絵に対

し「江湖」の禅僧、諸国の様々な禅僧に詩を寄せさ

せたのです。この絵の上に表装されている部分に

は、「江湖」の禅僧たちが寄せた詩がたくさん載っ

ています。では「江湖の禅僧」たちは将軍のリクエ

ストにどうこたえたのでしょうか。それがこの絵で

す。なかなかウイットに富んでいますよね。どう考

えてもこの男は義持ではないでしょうか。義持がど

んなに自分たちを捕まえようとしても、自分たちは

捕まらない。自由であると。先ほどの詩では、前の

将軍義満が禅僧に「おまえさん次も住持をやれ」と

言ったのに対し、「いや、もう自分は江湖に泳いで

いきたいです」と答えましたが、これを絵にすると、

さしずめ「瓢鮎図」になるわけです。
図９　瓢鮎図
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　この絵には山林も描かれれば、水の世界、「江湖」

の世界も描かれています。この山林も「江湖」もど

ちらも自由の場所です。「山林に交わる」という言

葉がありますが、世俗を離れることを意味し、また

しばしば権力の追っ手から自由の領域（アジール）

に入ることをそう呼びます。妻が夫に離縁して欲し

いときには、縁切寺に駆け込めばよいという慣習

がありましたが、これを女山林（めさんりん、にょ

さんりん）とも言いました。「山林に交わる」とは

要するに、自由になることなのです。

　このように、義持を描いた画面左側が、権力のみ

なぎった空間であるとすれば、山林と江湖を描いた

右側は、権力から自由な世界です。そして画面奥の

山林よりも手前の江湖の方がよりオープンな空間

である、と言えるかもしれません。フリーとかオー

プンとかいう形で座標軸の説明を付けましたが、こ

の瓢箪を座標上の原点として、左側にある世界と右

側にある世界を対照的に描いた図であると思いま

す。僧を初め知識人たちは将軍権力を支えるブレー

ンたちでもありましたから、将軍は「おまえたちは

所詮、俺の支配下にある」と思い込んでいます。し

かし、禅僧の方は「自分は将軍権力から自由ですよ」

と言っている図としても見えてくるわけです。

　しかしながら、彼らにとって、実際には将軍か

ら自由になれるはずがありません。何といっても、

これは遊びの世界です。将軍が出したゲームに対し

てどうこたえるかという、遊戯の世界であることは

間違いありません。しかし、この「江湖」という言

葉を巡って真剣に悩んだ禅僧がいたのです。「江湖」

世界は可能か。非常に悩み、迷った末、ある結論を

出した。そういう禅僧の話をしたいと思います。

　先ほどと同じように、義堂周信の日記、『空華日

用工夫略集』から採ったものです（図１０）。この

年の５月 18日、蔵珎というお坊さんに対し、相模

国、いまの神奈川県の善福寺というお寺の住持をや

れという、公方の命令が出たというのです。公方の

命令を問註所が伝えてきました。これに対して蔵珎

は、再三これを拒みました。なぜなら、禅宗のお寺

の世界では、住持というのは十方、つまりあらゆる

方角からオープンに、ふさわしい人を選ぶという、

十方住持制の理念があったからです。コネで選ぶの

はよくないという思想があり、そうなると公方の推

挙を受けるのはフェアではなく、これは受けるわけ

にはいかない、と再三拒んだのです。

　「余」というのはこの日記を書いている義堂周信

その人です。周信はこれに対して「命に応じなさい」

と勧め次のように説得しました。「凡そ今時、江湖

の公挙行われず。これを挙する者、ただ同族のみ」。

幅広い世界からオープンに人材を推挙して公選す

る、そうした「江湖の公挙」なんていうものは今ど

き行われていないのだよと。いったいこれを推挙す

る者はだれかというと、同族だけだと。コネの人事

が普通なのだよ。「江湖の義、いずくんぞ在らんや」、

これは反語ですから、「江湖」の精神なんてないの

だよと、こう言っているのです。この後説得を受け

た蔵珎は「遂にこれに応ず」とあります。

　僕はこの史料を読むたびにいつも非常に重い気

分になるのです。今はにこやかにしゃべっていま

すが、本当はとても沈鬱なのです。なぜ彼はこれ

を受けてしまうのだろう。それならなぜ最初に断っ

たのだろう、その初志を貫けないものだろうか。コ

ネで決めてはいけない。オープンに、開かれた形で

ものごとを決めなければいけない。それを楯に断っ

たのに、そんなものはこの世にはないと言われ、受

け容れてしまったのです。

図１０　〈江湖〉世界は可能か？
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　この義堂周信という人は、先輩に当たる中巌円

月 ( ちゅうがんえんげつ ) と著しく考え方が違いま

す。この中巌円月は、中国大陸（元）に渡ってそこ

の素晴らしさに感涙し、日本に戻ってきて「日本は

だめだ」と絶望の気持ちを表しています。義堂周信

はこれとは逆です。非常に楽観的。しかし、楽観的

ではあるけれども、どこか冷めたところがあって、

そんなものは無理なのだ、所詮だめだよと、こうい

う言い方をするわけです。そう言われると、結局

最初断った蔵珎も、ついに受けてしまったのです。

どういう気持ちで受けたのでしょうか。これを見る

たびに非常に僕は腹立たしくもあり、しかし同時に

脱力するような感覚を覚えます。中巌円月は中国で

それを見てきたけれども、日本社会にはそんなもの

はないのだよ……。こういうイメージを皆さんはど

う受け取られるでしょうか。

　今まで見てきましたように、「江湖」という言葉

は中国で独特の意味のある言葉です。今は少し意味

が変わりつつあって、ギャング映画とかそういうと

ころで、アウトローの世界を指して使うことが多い

ようです。しかし、今なお使われている歴史的な根

拠と深く関連を持つ「江湖」の用例を１つ発見しま

したので、紹介いたします。

　残念ながら私はこの映画自体を見ていないので、

本来なら紹介する資格はないのですが、1999 年に

呉文光（ウー・ウェンガン）監督が創られた、その

名も『江湖』という映画です（図１１）。その英語

のタイトルは“Life on the Road”です。路上の生活、

あるいは人生と言ってもいいかもしれません。旅芸

人、あるいは地方の若い５人の芸術家の物語です。

小屋がけをして歌や踊りを見せながら旅を続ける

人たちの世界が、「江湖」という言葉で描かれてい

ます。

　次のような監督の言葉があります。「“江湖” は

とても中国的な（翻訳の難しい）言葉の１つです。

字面は『江』と『湖』ですが、それが暗に指して

いるのは、必ずしも地理的な概念ではありません。

たとえば、住み慣れた土地を離れ、危険の多い、前

途の知れない旅に出て『もう１つの人生』をさす

らうこと、あるいは『家から路上に放り出された』

状態などを意味します」。それまでの縛られた世界、

村や、あるいは家や、そうした世界に決別して、そ

こから投げ出された、放り出された状態、を意味す

るというのです。

　「中国にはあっても日本にはそういうものはあり

えないのだ」と言った義堂周信の言葉、それに応じ

て最初の志を断念したある禅僧の姿の中に何を看

て取ることができるでしょうか。この禅僧のことを

少し整理してみましょう。彼は「江湖」の理念の

もとに、権力からも、元いた共同体からも自由な、

もっと広々とした世界、オープンな世界が、禅宗世

界にはあるのだと信じて、そしてその理念のもとに

再三の公方の要請を拒否しました。日本のコネ社会

の慣習を踏み外すことも、禅宗の世界に脈々とあっ

た「江湖」の理念のもとには可能ではないか。その

ように読みたいところなのですが、残念ながらそう

は読めません。彼は結局、「日本社会には江湖なん

てないのだよ」と、そう説得されて受諾してしまう

わけなのです。

　この大変重苦しい経緯のなかに、実はより重大な

問題があることに、恐らくお気付きではないかと思

います。それは、蔵珎という人は本当に断るつもり

があったのだろうか、という点です。本来は他人の

目などは気にせず、蔑まれようと気にせず、自由を
図１１　映画「江湖」紹介ホームページ
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謳歌するはずの「江湖」の思想が、逆に彼自身を縛っ

てしまっているのではないでしょうか。「江湖」の

理想に照らして自分の行動に問題がないかという

不安から解放されず、そして結局その不安も、説得

のもとに脆くも崩れてしまう。こういう一連の経緯

を見ていきますと、そもそも、「断る行為」自体が

ポーズでしかなかったのではないかという疑惑さ

え出てきます。これは証明不可能ですが、１つの可

能性として、そうではなかったかと思うのです。

　彼は確かに、一度は断りました。しかし、人から

説得されたので、「しょうがない。引き受けましょ

う」ということになった。本当は、最初から受ける

つもり満々だったのではないでしょうか。内心小躍

りしていたのかもしれません。けれども自分から進

んで受けるのは格好悪いので、再三断ってみせた。

その上で背中を押してくれる人を待っていたわけ

ですよね。「やっぱりおまえは受けろよ」と説得さ

れたので、受けることになりましたと言っている。

何か不祥事を起こして、しばらく政界から遠ざかっ

ていた人が再び選挙に出る時の台詞のようですね。

「やはり皆さんの声に応じて出ることにしました」

というポーズとして使われているとしたら、さっき

の重苦しい気分は何だったのだろうかという気に

なってきます。

　「路上に投げ出されている」ことは自由であると

同時に、自分でいかに責任を持ってやっていくかと

いう問題ともかかわっていると思います。講演の最

後に、２つの事例から、そして先ほどの映画作品

の中にあった印象的な「路上に投げ出されている」

という言葉をヒントに、今日お話ししたことをまと

めて終わりにしたいと思います。

　「新しい人」の課題。権力あるいは共同体から自

由であるということは、権力あるいは共同体からの

庇護も受けられないという、脆さをも持つはずで

す。この脆弱な条件の中で、それでもたくましく、

権力、あるいは既存の後ろ指さす人たちに抗して、

自由を、あるいはもっと開かれた自分の生きるべき

社会を追い求めていくのかどうか。それとも大商人

のように権力の末端に組織されていくのか。あるい

は禅僧のように現実を受け容れざるをえないのか。

幾つかの問いがこの歴史の中の何人かの声の背後

にこだましているような気がするのです。

　雑駁な話でしたが、この問いを皆様へ投げかけた

ところで、この拙い話を終わります（拍手）。
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（高）　本当に面白い発表で、私も聞き入ってしまっ

て、いろいろ面白い発想が浮かびました。皆さん、

早速ですが、お二方の先生への質疑、あるいはご意

見をよろしくお願いします。

（質問）　渥美財団奨学生の張桂娥です。東京学芸大

学に在籍しております。私自身は台湾なのですが、

小さいころから受けてきた教育の中で儒教の思想

がすごく重視されています。自分が今まで受けてき

た教育のイメージと、今日お二方の先生のお話を聞

いて、今までの感触と違うところも気付いたので、

先生方にもう少し詳しく説明していただきたいと

思います。

　まず、今まで自分が受けた教育のイメージの中

で、漁師が山水画の中にたくさん出てきたのは、や

はり漁師が行動力のある身分だからです。昔の士族

とかは、土地に縛られて、土地を離れたらもう生活

力はない。でも、漁師は舟さえあれば、湖のある所

はどこでも行ける。だから行動力がある。土地に縛

られないという奔放さとか。もう１つは自給自足で

す。魚さえ捕れれば、内陸に持っていけば富をもら

えます。自給自足と行動力。それは政治に翻弄され

やすい文人たちから見たら、ああいうふうになれば

いいなという憧れでした。だから、隠居の後でそう

いう生活をしたいなと。だれにも左右されずに、天

気さえよければ遠くに行っていいし、悪かったら魚

を焼いて食べればいいし、すごくいい生活だなと。

　だから、精神的な価値とかがあることなど、私は

今まで見落としたところなのです。だから、今日、

日本人の方からそれを聞いて、すごくなるほどと感

じました。

　２番目は「江湖」の思想です。自分が今まで受け

てきた教育の中で、「江湖」というのは大きな湖と

か大きな川とかでした。すごく小さい庶民が大きな

川とか大きな湖に投げ出されたらどうなるのかと。

だから、私たちは小さいころから「あなたたちは幸

せですよね。江湖で生活する人はすごく大変なの」

とか言われました。ある意味では憧れとか冒険の世

界の１つです。社会の裏側という感じの「江湖」の

意味は台湾ではよく使われます。今日、「江湖」は

すごく奥深いことが分かりましたが、それを東アジ

ア文化の中でどういうふうに位置付けるかなど、私

の貧弱な頭の中では全然リンクできないので、もう

少し詳しく教えていただければいいなと思います。

（宮崎）　漁師のイメージはおっしゃるとおりです。

農民であれば土地に縛られているけれども、漁師は

全く自由である。自足していられるからこそ自由な

わけです。そういう存在としてイメージされていた

ので、全くあなたのおっしゃるとおりです。ただ、

中国の伝統社会の中では、古典の裏付けがとても

大事で、知識人たちがそれを引き継いでいくときに

は、その自由のイメージが先にくる。屈原もそうい

うイメージを重ねたのだと思いますが、逆に、楚辞

でそうやって歌われているということで、そのよう

なイメージが長生きして、ずっと詩の中の世界で引

き続いて伝統になっていった大きな要因だと思う

のです。だから、私のは符合論でも記号論でも何で

もなくて、要するに中国でのもののイメージです。

自由であるからこそ憧れる。それに文学的な裏付け

があるために、知識人の中でそれが市民権を得る、

変な言い方ですが、そういう存在だった。

　魚も正にその象徴であったわけです。魚も湖とか

川に自由に泳いでいく、その自由のイメージが１つ

 

質疑応答

進行： 高　煕卓（ＳＧＲＡ「地球市民研究」チーフ、グローカル文化研究所首席研究員）
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です。それと後荘子の有名なエピソードがありま

す。魚を見て「あんなに魚が楽しそうだ」と荘子が

言うと、「どうしておまえは魚ではないのに、魚が

楽しそうだと分かるのだ」と。だから、魚を楽しい

と書く「魚楽」というのも、中国の絵画の中ではずっ

と描かれるのです。もちろん魚はおいしいし、ごち

そうであり、富の象徴でもあるわけです。それがあ

ることは幸せなことです。だけれど、魚そのものが

自由であるという、そういう発想も文学や伝統の中

にずっとあったので描かれてきたと思います。

（東島）　「江湖」のお話の前に、漁師、漁夫（漁父）

に関連して１つだけ追加しておくといいかなと思

いますのは、描かれた漁師ではなくて、実際の漁

民を、日本史の中でかなり重大な問題として取り

上げられてきた方がいらっしゃるということです。

先ほども少し名前を出した網野善彦さんは、「百姓」

はただちにイコール農民ではないという主張と絡

めて、漁民を非農業民という言葉を使って分析しま

した。農民のように土地に縛られない、非農業民と

しての自由ですね。ではその自由を保障しているの

はだれかというと、天皇であり、そこに天皇という

制度が存続した根拠があるとすら言っています。世

俗権力からの自由の一方で天皇制とつながる回路

がそこにはある。日本ではそういう議論もあること

を、是非知っておいて欲しいと思います。とは言え、

日本の社会でも、漁師は自由の象徴として描かれま

した。「江湖」の絵の中にも実際に「漁父」関係の

詩句を使いながら描かれた絵があります。

　さて、その問題の「江湖」ですが、質問者ご自身

の語感としては、憧れであると同時にすごく大変な

生活であるというイメージがあるようです。それが

東アジアにおける市民社会なりそういう問題とど

う結んでいくのか、ということなのですが、今日お

話しした中で、義堂周信は「江湖というものはない

のだよ」と言いました。その社会に現実にはない。

が、それが理想として描かれているイメージは確

かにあるわけです。私たちの今の社会においても、

単なる夢見心地ではいけませんが、何らかの理想を

求めて動きたいですよね。その理想というものと、

しかし実際にそれを不可能ならしめる幾つかの条

件がある。その条件とのぎりぎりのところで、実際

に歴史の中でどういうことが可能なのかという声

を聞きたい。そういう意味でこの問題を取り上げた

つもりです。

　答えになっているかどうか分かりませんが、東ア

ジアで用いられた「江湖」という言葉には、各国で、

また時代により微妙にニュアンスが違いながらも、

「理想」とそれを実現不可能であるかに見せる「現

実」との２つの関係を、非常によく見せてくれる魅

力があるのではないかと思うのです。「声が出つつ

も実現が難しい」、そのような思想の水脈を探るこ

とで、「今ある自分」を批判的に照らし出す思想史

研究を、私が目指す所以です。

（高）　私から少し補いますと、先ほど宮崎先生が

「物の見方」という言い方をなさいましたが、その

物の見方、とらえ方をもっと深めたものを東島先生

は江湖思想とおっしゃったと思うのです。本当はど

うなのかという問題も多分そこには含まれている

と思いますが、そういうものをどういうふうにとら

えられる可能性があるのかというようことを東島

先生は強調されました。それ自体が、地球市民探究

のテーマとつながる発表だったと私は思っていま

す。

（質問）　名古屋市立大学のランジャナ・ムコパディ

ヤーヤです。今日は非常に面白い話を伺い、ありが

とうございました。私は宗教学を研究しております

が、宗教学では旅に出るとか、あるいは道に出ると

かいうと、それはお遍路さんのイメージがある。つ

まり巡礼に行くことに繋がります。日本では例えば

平安時代から朝廷の女性たちが巡礼に行きました。

江戸時代の「ええじゃないか運動」の背景にも巡礼

がありました。つまり旅に出ること自体が身分社会

をある程度否定していた。しかし、身分社会を破

壊して新しい公共空間を創り出そうという運動も

ありましたけれども、結果としてそれは日本の中
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で市民社会まで至らなかった。その後近代国家がで

きて、市民的な運動はだんだん吸い込まれてしまっ

たのです。

　東島先生のお話では、95年が日本の福祉元年と

言われているそうですが、日本人の海外援助活動

は 70年代にボートピープルの問題にかかわったと

きから始まっています。海外で支援しているけれど

も、国内でそれは市民運動とつながらない。今でも

海外で支援活動をしても、国内ではしない。そうい

う傾向があることを、今のお話を伺っていて思い出

したのですが、両先生にその件についてのご意見を

お伺いしたいと思います。

（高）　時間が限られていますので、先に質問を全部

頂くことにします。

（質問）　太田と申します。所属は特になくて、日本

語教師をしております。

　東島先生にお伺いします。今日のタイトルが随分

面白いと思いました。質問は、この東アジアにおけ

る市民社会の現代的可能性はあるのか、あるいは未

来的可能性というものはあるのかお伺いしたいと

思います。といいますのも、私の知っているあるカ

ナダ人の研究者は「現代の日本はモダンですらな

い」と言い放ったことがありました。「モダナイズ

はしているけれども、モダンではない社会だ」と言

われまして、果たして市民社会は今の日本社会にあ

るのかどうかという、原点的なところをお聞きした

いと思います。

（質問）　東京大学東洋文化研究所の朴智泳です。

　まず、宮崎先生に１つお聞きしたいのです。南宋

時代末期に、知識人による文化的な行為が徐々に広

がって、それが１つの「市民」的な（庶民とまでは

言っていらっしゃらないのですが）文化を形成した

とおっしゃいました。そのかぎ括弧付きの「市民」

という言葉自体はブルジョアのことをおっしゃっ

ているのかと僕は理解しています。ヨーロッパ的な

考え方をすれば、サロン文化的なパトロン構造に基

づいた文化の広がりです。そうでなければ、この

「市民」という言葉をどうやって定義できるのかと

いうのを１つお聞きしたいし、そこにつなげて考

えると、日本の場合も葛飾北斎とか、一応パトロン

を持ったいろいろな江戸時代の芸術家がいまして、

そのあたりも市民文化の中に入ってしまうのでは

ないかという疑問があります。

　東島先生への質問です。今日説明なさった「江湖」

という意味に関して、僕の頭の中に一番多く持っ

ているのは、「江湖の諸賢」という言葉です。日本

の近代の新聞記事にも結構出ています。「江湖」と

いうのは日本に昔からあった苦界（くがい）とい

う概念とつながっています。先ほどおっしゃったよ

うに、Life on the Road、道路に投げ出された人た

ち、ある特定の権力に直接結び付かないあいまい

なところに生きている人たちという意味です。「江

湖」というのはむしろ権力の脅威であって、握り

つぶすべき存在です。そのため、「江湖」はいつも

権力に対立する存在として語られてきていますが、

今日のご発表の中でそういった「江湖」の意味が取

れなかったので、そのあたりの件についてはいかに

考えていらっしゃるか質問したいと思います。

（質問）　栃木から参りました、書をたしなんでおり

ます田中と申します。門外漢でとんちかんな質問に

なるかもしれません。本日のフォーラムの理念は平

和と人類幸福への貢献ということが高らかに謳わ

れています。富岡鉄斎の遺墨集を見ておりました

ら、「大日本帝国万歳」あるいは「陸軍万歳」と大

書された作品が出てまいりました。鉄斎の作品の中

に非戦の思想ではない文言が出てきて非常に失望

した覚えがあります。今日のテーマとはずれてしま

うかもしれませんが、もし日本の南画会、特に鉄斎

について、その辺の平和を求めて権力とはアンチの

立場で隠棲、隠遁というところにいながら、実はそ

ういう言葉を大書していたということが非常に私

にとっては矛盾してしまいまして、その辺の戦争で

はないところに収斂されていくべき老荘思想とい

うふうに思っていたのですが、そういったことを、
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ずれた質問かもしれませんが、もし何か考えがあり

ましたら教えてください。以上です。

（高）　先生方、本当に時間がないので簡単にお願い

します。重い問題でしたら、後の懇親会で議論して

いただくことにしましょう。

（宮崎）　幾つかありましたけれども、１つだけお

答えします。括弧つきの「市民」を使いましたが、

市民という

言葉は中国

の文献の中

では既に明

時代ぐらい

には出てき

ています。

だから西欧

的な意味で

の市民では

なくて、都

市に住んで

いる消費者

的な存在で

す。南宋の

あたりのパ

ト ロ ン と

おっしゃったのですが、それはまたちょっと違いま

して、経済的な基盤についてはよく分かりません

が、とにかく豊かになっている都市で自主的に集

まって詩の会とかが開催されました。権力者の下に

集まってという構造と必ずしも違うとは言えませ

んけれども、西洋的なサロンという感じではないと

思われます。

　そういう意味で今の我々の日常の文化につなが

るようなものが形づくられました。要するに北宋は

本当に士大夫たちの文化だったわけですが、南宋に

なると有名な文人とかは出てこないのです。蘇東坡

（そとうば）みたいに官僚で天才的な大詩人で、書

家などというような人は出てこないのですが、それ

が少しずつ少しずつ浸透していって、小粒の普通の

人たちの間で、つまり教育は受けている、でも別に

科挙に受かっているわけではない、だけれど生活は

食うや食わずでもない、そういう人たちが余暇をど

うやって使うかというときに表れた文化がありま

した。そういう意味で「市民」という言い方を使い

ました。

　お答えになっているかどうかは分かりませんが、

結局は皇帝を中心とした世界観の中、その秩序の

中にいるの

ですから、

そこから逃

れるもので

はありませ

ん。漁師に

しても本当

のことを言

え ば、 そ

こから完全

に逃れてい

ないわけで

す。そうい

う意味では

完全にただ

ただ自由人

というのが

いつかどこかにいたかというと、それは多分いな

かったのではないかと思いますので、それをどうい

うふうにきちっと歴史に則して見ていくかという

問題かと思います。

　それと後「江湖」という言葉は、時代によって使

われ方がかなり違うと思います。台湾の方が今の

感覚で、あるいは先ほどアウトロー的な、あるい

は苦界とかありましたが、必ずしも古く中国で使

われているのはそういうイメージではなかったの

ではないかと思います。言葉というのは時代によっ

て変わってきます。私は歴史をやっているので、ど

うしても１つの概念でずっと行くとは言えなくて、

時代によって変わっていくというところを地道に
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見ていくというつまらないことになってしまうの

ですが、感想としてはそういうことです。

（東島）　簡潔になるかどうか分かりませんが。最初

に巡礼、あるいは旅のことについて。旅に出るこ

とは身分というものから抜け出すということでも

あります。「ええじゃないか」についても触れられ

ましたが、実は江戸時代後期になりますと、「江湖

の見聞」という言葉が出てきます。様々な旅行記・

見聞記が書かれ、日本全国をくまなく見ようという

発想が出てくるのです。その発想自体は、外部世界

への関心のように見えて、結局は自分の住んでいる

ところの確認になってしまいます。「江湖叢談」を

載せた明治期の『東京日日新聞』は『東京島国新聞』

という別名を持っていました。島国ですから見聞す

る範囲は有限なのです。実際に自分の住んでいる所

はどういう所なのか。こうなると、「江湖」という

思想は果たして国境を越えられるのかどうか、とい

うことになります。日本国内における市民社会的要

素と、国境を越えた世界市民的活動がうまくリンク

しないという先の問題は、ここにもあるのかもしれ

ません。

　ただ本当を言うと、ボランティア活動が国内より

も海外支援に向けられているというのは、健全な面

もあると思うのです。国内の見聞は、結局のところ

ナショナリズムに行き着く危険がある。では国内

そのものをどうオープンにできるのか。私が最初

に「三十歳ばかりの女」を取り上げたのは、「自分

の周囲の人を救う」という行為が、いかに「顔見知

りの他者だけを救うことにならない」形で可能なの

か、という問いに端を発しています。ですので、国

内支援を「まだ見ぬ他者」への支援として可能なの

かどうか。この視点に立つ限り、国内も国外もない、

と考えます。

　２つ目。東アジア、後で日本と問題を限定され

たようでしたが、市民社会の現代的可能性と未来

的可能性について、という問いをいただきました。

東大駒場の三谷博先生が主催されていた研究会は、

ある意味では東アジアにおける、現代でも未来で

もなく、近代的可能性を問うたものだと思います。

近代社会においてどうであったのか。先ほどカナダ

人研究者の「現代日本にはモダンですらない」、こ

ういう指摘を受けたことがあるというお話も紹介

いただきましたが、結局は「市民」「市民社会」と

は何かということに尽きるかと思います。

　先ほども「市民」という言葉の定義が問題にな

りましたが、ここを突破口に考えてみましょう。

いま、市民社会を考えるときに、近代の市民社会、

すなわち経済的なブルジョア社会（bürgerliche 

Gesellschaft）を基盤に議論することに意味があ

るかどうかという疑問があります。例えば、だい

ぶ昔の著作になってしまいましたが、ユルゲン・

ハーバーマスという社会哲学者が1990年代に入っ

て、昔書いた近代についての著作で取り上げた

bürgerliche Gesellschaft を Zivilgesellschaft へ、英

語で言えば「シビルソサエティ」へと、概念をシフ

トさせました。近代市民社会というものを基軸に今

「市民社会」を考えることにそれほど意味があるで

しょうか。もちろんそれを見直しながら考えるこ

とは大事かもしれません。日本は近代ですらない、

というのは大部分当たっていると思うのですが、そ

れをもう少し違うところから見た方がよいのでは

ないか、と個人的には思っています。「江湖」の思

想に関して言いますと、私は一方で「明治における

江湖の浮上」という論文も書いてはいるのですが、

あえて今日は近代を扱わずに、非－近代社会に素材

を求めて考えました。それは、非－近代的なところ

に、現代的、若しくは未来的な「市民社会」の可能

性を見たかったからにほかなりません。答えになっ

ていますかどうか。

　権力と対立する側面が見えなかったというご質

問ですが、先ほど申しましたように、今日は江湖放

浪人と呼ばれた中江兆民など、近代のお話はしませ

んでした。したがって反権力といっても「権力の手

をすり抜ける」だけであって、それは非常に消極的

なものでした。正に「隠逸」という言葉がそれにふ

さわしいと思いますが、将軍の言うことを聞かな

い、けれども将軍を倒すわけではないのです。非常



̶ 33 ̶

ＳＧＲＡレポート No.30 (2005)第 19 回ＳＧＲＡフォーラム　東アジア文化再考：自由と市民社会をキーワードに

に消極的です。ある意味では権力の掌の上で遊んで

いるだけかもしれません。ですから、過度には期待

できないと思います。ただ、歴史上それが起こらな

かったと言ってしまうのは簡単ですが、例えば私た

ちがいま生きていて、自分の社会を突然変えうるの

か。80年代末の東欧では市民革命が起こりました

けれども、それを今起こすという状況まで考えてい

らっしゃるのか。それとも今可能な何かをするとき

にどういう歴史の声を聞くことができると考える

のか。反権力の文化は、所詮は隠逸という側面を持

たざるをえないとしても、そこは民衆の知恵といい

ますか、決してあなどれない文化の可能性に刮目し

ていきたいと考えています。

　最後に簡潔に。富岡鉄斎についてはお答えする準

備がありません。ただ、隠遁、隠棲が必ずしも非戦

にならないという問題提起ですね。それは今後私も

考えていきたいと思います。ありがとうございまし

た。

（高）　大変意義深い講演と的確な答えをありがと

うございました。皆さんそれぞれ疑問に思うことが

あるとは思いますが、時間ですのでこの後の懇親会

でお話しください。先生方にもう一度御礼を申し上

げます（拍手）。今日たくさん参加してくださった

皆さん方、どうもありがとうございました。
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中国山水画の住人たち―『隠逸』と『自由』の形
宮崎　法子

実践女子大学文学部教授

● 外的・公的・・・儒教的規範・秩序

● 内的・私的・・・老荘的思考　　無為自然・隠逸への憧憬

　　　　　　　　　　プラス　仏教（禅宗）

　　　　　　

特に知識人に支持された山水画の世界には、儒教的精神（高潔な人格の象徴としての松柏など）とともに自

然に遊ぶ自由な心や隠逸への思いが託された。

● 《論語》（雍也第六）「知者は水を楽しみ、仁者は山を楽しむ。知者は動き仁者は静かなり。知者は楽しみ、

仁者は寿し（いのちながし）。

● 宗炳（375-443）《画山水序》（《歴代名画記》巻６所収）

宗炳は、かつて遊歴した各地の名山水を，老後病身となってから居室の壁に描き，臥して游び（臥游）、懐

を澄ませ「道」を観て楽しんだ。彼が山水画に寄せた文。なかで、うす絹を枠に張りそれを通して見れば、

崑崙山もわずかの大きさに収まり、竪三寸のうちに千仞の高さが、横数尺のうちに百里が収まると指摘する

ことなども注目されるが、何よりも、精神を澄ませ「道」を楽しむ場としての山水画の価値や意義を明言し

たものとして、その後の山水画観の基礎となる。

● 《楚辞》（漁父辞）

佞臣の謀によって国王から追放され彷徨う屈原と、漁父の対話。

儒教的な正義感と絶望のなかにいる屈原と、老荘的な無為自然に生きる漁父の立場が対比的に表現される。

屈原「挙世皆濁、我独清・・」　

漁父「滄浪之水清兮　可以濯吾纓 　滄浪之水濁兮　可以濯吾足」と歌い去る。

● 陶淵明《桃花源記》　

桃源郷伝説　武陵の漁師が桃源郷に至る。

理想郷へたどり着ける者としての漁師　cf. 浦島太郎伝説にも通ず

＊一方でまた釣り人は、江湖に隠れた人材の象徴でもある・・・周の太公望
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神話、文学の堆積する地・・（宋代の文人山水画成立と深く関連）

● 唐代以前の絵画＜人物画中心＞　→　宋代以降の絵画＜山水画中心＞へ

 唐以前の世襲貴族　→　宋代～清、科挙で選ばれた文人官僚が支配層へ。　

● 儒教（特にのちには朱子学）的価値観に基づく教養主義。古典や詩文の知識・能力の尊重。

 →　科挙によって、構造的に人々を巻き込む価値観へ。

　　

● 北宋の士大夫の価値観・趣味・生活文化が、理想として憧憬され、江南都市の繁栄のなか、

 しだいに広がり浸透する。

  　　↓

● 宋・元・明・清の文人文化

 詩文書の創作。（詩文の贈答は教養人の交流のマナーであった。）

 画においても鑑賞者からやがて創作者へ。

 その他、書画骨董、書籍、文房具、玉器、奇石の鑑賞蒐集。

 琴などの楽器の演奏、造園、園芸、香、茶などの趣味生活

　　　

＊ 「俗」を去り「雅」であることが、芸術の価値判断の基準。

＊ 時代が下るにつれて、教養人・読書人人口が増大した。

 明代には庶民化が進み、マニアックな傾向なども見られ、文人画家の職業化も起こった。

＊ しかし社会の枠組みが不変であったため、文化や芸術の基本的な理念や枠組みは不変だった。

知識人の心のバランス（或いはポーズ）・・公的：儒教、私的：老荘的

隠逸への憧憬を表すモチーフ・・漁父　などが好んで描かれた　

深山での隠棲は、古代的な神仙思想とも融合　　　　　　　　　行楽

厳しい寒さや旅人の表現に儒教的価値観も託された。　　　　　紀遊へ



̶ 36 ̶

付録

作品リスト（提示順）

1. （伝）東晋 顧愷之「洛神賦図巻」部分　絹本　北京故宮

2. 唐 金平文琴　文様部分　「文人雅集図」　７３５年銘　正倉院

3. 五代（南唐） 趙幹　「江行初雪図巻」部分　絹本　１０世紀　台北故宮

4. 北宋 郭煕　「早春図」　絹本　１０７２年　台北故宮

5. 北宋（伝） 許道寧　「秋江漁艇図巻」部分　絹本　ネルソン＝アトキンズ美術館

6. 南宋　 李氏　「瀟湘臥游図巻」部分　紙本　１１７０年頃　東京国立博物館

7. 南宋　 牧谿　「漁村夕照図」－瀟湘八景より　１３世紀　根津美術館

8. 明　　 呉偉　「漁楽図」　紙本　１６世紀　北京故宮

9. 元　　 呉鎮　「漁父図巻」部分　紙本　１３５２年　フリーア＝ギャラリー

10. 元　　 王蒙　「花溪漁隠図」　紙本　１４世紀後半　台北故宮

11. 五代（遼）　 「山 yi 候約図」　絹本　１０世紀後半　遼墓出土　遼寧省博

12. 南宋　 作者不明　「冬景山水」（四季山水図のうち）絹本　京都・金地院

13. 元　 趙孟 　「謝幼輿丘壑図巻」　部分　絹本　プリンストン大学

14. 明　 仇英　「仙山楼閣図」部分　紙本　１５５０年　台北故宮

15. 明　 文徴明　「真賞齋図巻」　　紙本　１５４９年　　上海博物館

16. 南宋 （伝）馬遠「寒江独釣図」部分　絹本　東京国立博物館

17. 明　　 朱端　「寒江独釣図」　紙本　東京国立博物館　　

18. 南宋　 梁楷　「雪景山水図」　絹本　東京国立博物館

19. 明　　 戴進　「冬景山水図」　絹本　菊屋保存会

20. →３．　 趙幹　「江行初雪図巻」　部分

21. 明　 文徴明　「関山積雪図巻」　部分　紙本　１５２８年　台北故宮

22. 清　 石涛　《黄山八勝図冊》より「蓮花峰図」「温泉図」紙本　泉屋博古館



　２００５年５月１７日（火）午後６時半から９時まで、東京国際フォーラムＧ棟にて、ＳＧＲＡ「地球市

民」研究チームが担当する第１９回ＳＧＲＡフォーラム「東アジア文化再考：自由と市民社会をキーワード

に」が開催された。ＳＧＲＡ「グローバル化と地球市民」研究チームが担当する５回目のフォーラムである。

今回は６３名もの参加者が集まり、大盛況なフォーラムとなった。参加者はＳＧＲＡ会員と非会員がそれぞ

れ半分ずつという構成であった。

　SＧＲＡ研究会の今西代表による開会挨拶が行われた後、講師の宮崎法子氏（実践女子大学文学部教授）

が「中国山水画の住人たち―「隠逸」と「自由」の形」という題でゲスト講演を行った。宮崎氏は中国絵画

史に深い造詣のある方で、１つ１つの絵の事例で簡潔でありながら感性的な形で山水画の歴史を紹介してく

れた。いわば４世紀から１９世紀まで１５００年以上もの山水画の歴史をわずか４５分間で紹介したわけで、

講演方法もかなり洗練された印象を受けた。普通の絵画史の紹介とは違い、氏の講演は、絵画のモチーフを

社会的思想的な文脈において解釈したことが特徴である。なかでも「漁夫」、「旅人」などのイメージから「自

由」な境遇、「自由」な境界を求める結晶としての山水画を例に、東アジアの「自由」というものを実例でもっ

て生き生きと紹介してくれた。

　続いて、東島誠氏（聖学院大学人文学部助教授）が「東アジアにおける市民社会の歴史的可能性」という

題でゲスト講演を行った。東島氏は歴史研究者の視点から、近代の liberty、freedom翻訳語としての「自由」、

そして「公共性」という社会学のキーワードを念頭に、江戸時代にあった災害事件後のボランティア活動を

例に、江戸時代の江戸の災害救済現場という前近代の公共的空間のあり方を紹介した。そして「自由」とい

うキーワードとの関連で、中世日本のある禅僧の逡巡を例に、公的秩序にある「公方」との対照にある「江

湖」という思想を説明した。２つの例を通して氏は、前近代の「公共性」なるものとそれと関連している「自

由」、「江湖」なるものを紹介した。「市民社会」というキーワードをめぐって西洋中心 /東アジア伝統中心

という２項対立的な考えがあるが、そのような構造から脱出するために、アジアであれ、ヨーロッパであれ、

それを特権化しない形でそれぞれを完成形として見ずに新しい社会を目指すこと自体が重要であるというこ

とを、氏は講演の冒頭部と結語の部分において繰り返し説明した。

　２人のゲスト講演が終わった後、ＳＧＲＡ「グローバル化と地球市民」研究チームのチーフである高煕卓

氏（韓国グローカル文化研究所首席研究員）が進行役を務め、パネルディスカッションが行われた。時間が

余り残っていないため、４名しか質疑できなかったが、講演者が非常に上手く纏めるような形で答えてくれ

た。「意なお尽くさず」のためか、フォーラム終了後に沢山の参加者が地下一階の懇親会にも参加し、ディ

スカッションの場をレストランに移したような感じであった。

　２つの講演が、「自由」「東アジア」「前近代」などのキーワードで、お互いに高い関連性があったことが

印象的であった。この講演会が、現在１つのネーション内部にだけ「自由」、「民主」、「人権」が認められ、

それ以外の範囲の人々に対しては普遍的であるはずの「自由」、「民主」、「人権」そのものが戦争まで許容す

るという世界的な背景で行われたことも改めて注意していただきたい。今はこのような重い課題を東アジア

の歴史の深部から考える機会かもしれない。ここからも「地球市民」なる理念を考えることが、多少理想的

な面があるとはいえ、いかに重要な意味を持つか垣間見られよう。今日はなにはともあれ、６３名もの方々

が参加してくれたことで司会者・進行役の我々が多大に励まされた。今後のフォーラムもこのような新しい

「江湖」でありつづければと願っているばかりである。

（文責：林少陽）
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